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第１章 人材育成体制の整備 

（１）基本的考え方 

○ 健診・保健指導事業の企画立案・実施・評価が本プログラムに基づき適切に実

施されるよう、これらの業務を行う者は、都道府県等が実施する研修に積極的に

参加するとともに、常に自己研鑽に努める必要がある。 

 

○ 国、都道府県、市町村、医療保険者、医療関係団体等は、健診・保健指導事業

の企画立案・実施・評価の業務を行う者に対し、最新の科学的知見に基づいた効

果的な保健指導の知識・技術を修得するための研修や、具体的な保健指導の事例

の情報提供など人材育成の機会を提供する必要がある。 

 

（２）国の役割 

 国は、全国において一定レベル以上の人材の質が確保されるよう、健診・保健指

導に関する人材育成の体系や研修に関するガイドラインを作成し、都道府県等に示

すとともに、都道府県等が研修を行う際に使用することができる学習教材等を作

成・提供する。 

また、国は、国立保健医療科学院において都道府県の指導者（健診・保健指導に

関する研修を企画立案する者）等に対する研修を行う。 

 

（３）都道府県の役割 

 都道府県は、国が示した健診・保健指導に関する人材育成の体系や研修に関する

ガイドラインを踏まえ、健診・保健指導事業の企画立案・実施・評価の業務を行う

者を対象に、①企画立案・評価に関する知識・技術、②最新の科学的知見に基づい

た効果的な保健指導の知識・技術、③ポピュレーションアプローチとの効果的な組

合せ等に関する研修を実施する。 

また、これらの研修を実施するため、都道府県は、地域の医療関係団体、教育機

関等の協力を得て、研修を行う講師等を確保するとともに、都道府県が実施する研

修会と医療関係団体等が実施する研修の開催日時が重なったり、同じ内容となった

りしないよう、都道府県が中心となって、研修を行う団体間の調整を行う。 

さらに、都道府県は、当該都道府県内において健診・保健指導を行う人材の確保

が困難な地域が発生しないように、市町村の求めに応じて、当該市町村に研修を行

う講師等を派遣し、研修を実施するなど各都道府県内で研修の実施体制が確保でき

るよう配慮する。 
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（４）市町村の役割 

 市町村は、保健事業（①医療保険者としての健診・保健指導、②住民に対する生

活習慣病予防のためのポピュレーションアプローチ）に従事する保健師、管理栄養

士等に対して、市町村自らが研修を行うことに加え、都道府県、医療関係団体等が

実施する研修を受けさせることが必要である。 

また、医療保険部門と衛生部門のジョブローテーション1により、健診・保健指

導とポピュレーションアプローチとの効果的な組合せを企画立案できる人材の育

成を行うことや、健診・保健指導の経験を有する者を都道府県等が実施する研修の

講師とする等の協力を行うことも必要である。 

 さらに、市町村は、これまで健康づくりに関するボランティアを育成してきたと

ころであるが、生活習慣病対策の充実・強化を図る観点から、引き続き健康づくり

を推進するボランティア育成のための研修を実施することが必要である。 
 

（５）医療保険者の役割 

 医療保険者は、健診・保健指導事業の企画立案・実施・評価の業務を行う者に対

して、医療保険者自らが研修を行うことに加え、都道府県、医療関係団体等が実施

する研修を受けさせることが必要である。 

 また、医療保険者の団体は、最新の科学的知見に基づいた効果的な健診・保健指

導が実施されるよう、医療関係団体、教育機関等の協力を得て、資質の向上を継続

的に図られるよう団体所属の医療保険者に対し、医療保険者が研修を行う際に使用

することができる学習教材等を作成・提供することや、医療保険者団体自ら研修を

実施するなど医療保険者が行う人材育成を支援していくことが必要である。 

 

（６）医療関係団体の役割 

 日本医師会、日本看護協会、日本栄養士会等の医療関係団体及び当該団体の都道

府県支部は、保健指導を実施する者の資質の向上を図るため、積極的に研修会を行

うことが求められる。研修会の実施に際しては、複数の医療関係団体が協力し、共

同で実施することや、日本歯科医師会や日本薬剤師会等の医療関係団体及び当該団

体の都道府県支部から講師を紹介してもらうことなど、複数の職種で構成されるチ

ームによる保健指導に繋がるような配慮も必要である。 

また、保健指導に従事する医師等については、内臓脂肪症候群（メタボリックシ

ンドローム）の概念を導入した保健指導に関する知識・技術を有することが必須で

あることから、関係団体、学会等が保健指導に関連し、特に認定する既存の資格（日

本医師会認定健康スポーツ医など）の養成課程においても、そのような観点からの

研修内容の見直しの検討が求められる。 

                                                  
1 資質向上のため、人材育成計画に基づいて、職務の異動を行うこと。 
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第２章 最新の知見を反映した 

    健診・保健指導内容の見直しのための体制整備 

 

（１）基本的考え方 

○ どのような健診項目等を設定し、保健指導を実施すれば、効果的・効率的に被

保険者の生活習慣病予防が図られるのかを評価するため、各医療保険者は、健

診・保健指導に関するデータを継続的に蓄積することが必要となる。 

 

○ 各医療保険者が蓄積したデータについては、個人情報の保護に十分留意しつつ、

国において分析・評価し、その結果を健診・保健指導プログラムに反映すること

が必要である。 

 

（２）国の役割 

国は、医療保険者の協力を得て、健診・保健指導データを統計的に処理・分析す

るために収集し、関係学会等の協力を得て評価を行う。その評価結果を踏まえ、医

療保険者による効果的・効率的な健診・保健指導の実施のために必要な場合には、

健診項目、保健指導の内容等を見直していく必要がある。なお、政府の「IT 新改革

戦略」においては、「個人が生涯を通じて健康情報を活用できる基盤づくり」※をめ

ざし、個人情報の保護に十分留意しつつ、健診結果を電子データとして継続的に収

集し、適切に管理するための仕組みや、疾病予防の推進のため、健康情報を収集、

活用する方策を確立することとされている。 

また、国は、健診・保健指導データの評価を踏まえ、保健指導に用いる学習教材

等の作成を行う。このような学習教材の作成に際しては、独立行政法人国立健康・

栄養研究所における研究成果や調査結果の活用について協力を得ながら、国立保健

医療科学院が中心となり、学習教材を作成していくことが必要となる。さらに、国

立保健医療科学院においては、保健指導を行う際の支援材料、学習教材等をインタ

ーネットで公開し、自由にダウンロードできるシステムを構築すべきである。 

また、国立保健医療科学院においては、健診・保健指導内容の科学的根拠を継続

的に収集し、評価するため、健診・保健指導データ等を分析する機能・役割が必要

となる。 

さらに、国は、最新の知見を反映した健診・保健指導を確実に行うために、保健

師、管理栄養士等の基礎教育において必要な知識・技術を習得させる必要があり、

これらの養成カリキュラムの見直しの検討を行うことも必要である。 
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※ IT 新改革戦略（平成 18 年 1 月 19 日、IT 戦略本部〔本部長 内閣総理大臣〕） 

（Ｐ１３より抜粋） 

（個人が生涯を通じて健康情報を活用できる基盤づくり） 

１．生涯にわたる健診結果を電子データとして継続的に収集し、適切に管理するための仕組み（収

集すべき健診項目、標準的なデータ形式、管理運営方法等）を 2007 年度までに確立する。 

２．電子データとして収集される健診結果等の健康情報を個人、保険者等が活用するための基盤

（健康情報を管理するデータベース、IC カードを活用した個人による自らの健康情報への参照

機能等）の整備を 2008 年度までに開始し、2010 年度までにその普及を推進する。 

３．疾病予防の推進等に向け、収集された健康情報の活用方策を 2010 年度までに確立する。 

 

 

（３）関係学会の役割 

関係学会は、国が行う健診・保健指導データの分析・評価について協力し、学会

における最新の知見などの議論を踏まえ、健診・保健指導プログラムの見直しを行

う必要性やその内容について国に対し協力を行うことが望まれる。 

 

（４）都道府県の役割 

都道府県においては、医療保険者や地域の大学・研究機関等の協力を得て、健診・

保健指導データを統計的に処理・分析し、評価を行うことにより、都道府県におけ

る健康づくり施策や都道府県が実施する研修内容へ反映させるとともに、各地域の

保険者協議会と地域・職域連携推進協議会間との健診・保健指導の効果の評価、研

修内容の相互評価、委託先の事業者のサービスの質の相互評価を図る場を提供する

ことが必要である。 

 

（５）市町村の役割 

  市町村においては、保健事業（①医療保険者としての健診・保健指導、②住民に

対する生活習慣病予防のためのポピュレーションアプローチ）を総合的に実施する

ため、衛生部門の医師、保健師、管理栄養士等がレセプトや保健指導データ等を活

用（医療保険者としての個人情報保護に抵触しない方法での利用が前提）すること

により地域ごとの課題を明確にした上で、ポピュレーションアプローチを効果的・

効率的に実施していくことが必要である。 
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（６）その他 

  今後、健診・保健指導データの蓄積が進むにつれ、医療保険者自らが実施する場

合も含め、健診・保健指導の質の管理・評価を行うための第三者評価の仕組みが必

要となると考えられるため、都道府県地域・職域連携協議会の活用等を含め、第三

者機能評価の在り方について検討を進める必要がある。 
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第３章 健診・保健指導の実施・評価のためのデータ分析とデータ管理 
 

（１）健診・保健指導の実施・評価のための指標・項目 

 

１）基本的考え方 

○ 国の目標（平成２７年度に平成 20 年と比べて糖尿病等の生活習慣病有病者・

予備群を２５％減少させる）の達成のためには、不健康な生活習慣の蓄積から、

生活習慣病の予備群、生活習慣病への進展さらに重症化・合併症へと悪化する者

を減少させること、あるいは、生活習慣病から予備群さらには健康な状態へ改善

する者を増加させることが必要である（ 別紙１ ）。 

 

○ 医療保険者には、健診・保健指導データとレセプトが集まることになるため、

電子化された健診・保健指導データとレセプトを突合したデータの分析を行うこ

とにより、この分析結果を基にして、前年度の保健指導による予防の効果を評価

することや、健診結果が「受診勧奨」となった者の受療状況の確認をすることが

可能となる。 

 

○ 突合データを用いて、個人や対象集団ごとに、健診・保健指導プログラムの評

価を客観的に行うためには、どのような健診・保健指導の指標・項目等を抽出す

れば良いか整理する必要がある。 

 

○ 医療保険者に所属する医師、保健師、管理栄養士等は健診・保健指導データと

レセプトから、どの部分に焦点を絞って、疾病予防・重症化予防を行うのが効果

的かを検討することが必要である。 

 

○ また、医療保険者に医師、保健師、管理栄養士等が所属していない場合には、

地域・職域の医師、保健師、管理栄養士等の協力を受けて評価する必要がある。

例えば、市町村国保においては衛生部門と、健保等では職域の産業医、保健師等

の協力を得ることが想定される。さらに、小規模な健保等については、保健所・

健康科学センター等の協力を得ることも想定される。 

 

 

○ 健診・保健指導の実施・評価の際には、対象集団の母集団となる行政単位の人

口動態統計（死因統計）、患者調査、国民生活基礎調査、国民健康・栄養調査（県

民健康・栄養調査）、医療費データ、介護保険データなどから確認しうる地域集

団の健康課題の特徴を把握するとともに、対象集団の健診結果や生活習慣の知

識・態度・行動に影響を及ぼす要因を把握することが必要である。 
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○ 都道府県が策定する医療計画、都道府県介護保険事業支援計画、都道府県健康

増進計画、都道府県医療費適正化計画等の基礎資料としても有益な指標・項目で

あることが必要である。 

 

２）具体的な健診・保健指導を評価するための指標・項目 

① 個人の評価のための指標・項目 

○健診の指標・項目（当該年度） 

・受療状況 

・健診受診状況 

・各健診項目（測定値） 

・各健診項目判定結果 

○保健指導の指標・項目（当該年度） 

・生活習慣改善状況 

  ・行動変容ステージの変化 

・介護保険の利用状況 

○レセプト 

・受療状況の有無 

（健診の結果、「受診勧奨」となったにもかかわらず、受診がなされていないの

ではないか、糖尿病で受診中断がないのか等の確認ができる。） 

 

② 集団の評価のための指標・項目 

○健診の指標・項目（当該年度） 

・健診受診者数、内訳 

・各健診項目判定結果 

○保健指導の指標・項目（当該年度） 

・保健指導階層化判定 

・生活習慣改善状況 

○レセプト 

・受療状況の有無 

・医療費 

 

③ 事業評価のための指標・項目 

※母集団（対象集団）の把握が重要である。 

○健診の指標・項目（当該年度） 

○保健指導の指標・項目（当該年度） 

○レセプト 

○事業を評価するための関連情報 
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（２）医療保険者における健診・保健指導の実施・評価 

 

１）基本的考え方 

○ 医療保険者は、全ての４０歳から７４歳の被保険者に対し、健診の受診を促す

とともに、健診結果のデータを有効に活用し、必要な保健指導（情報提供・動機

づけ支援・積極的支援）を受ける者を確実に選定し、被保険者の生活習慣改善の

取組を支援する。また、対象集団（医療保険者）における健診・保健指導プログ

ラムが有効であったかどうかについて、ＩＣＤ－１０iに基づいて分類される疾病

の受療状況についてレセプトなどを活用するなどの方法により評価を行う。 

 

○ 医療保険者は、レセプトを活用した分析を実施し、健診・保健指導の計画、評

価を行い、保健指導内容の改善、アウトソーシング先の選定の参考とするなど、

健診・保健指導事業の改善を行うことが可能である。 

 

○ 医療保険者は、事業者から健診データが円滑に移行されるよう、事業者との連

携を密に図り、効果的・効率的な健診・保健指導実施計画を策定し、事業を実施

すべきである。 

 

○ 医療保険者は、特定健診・保健指導の実施状況や、レセプトのオンライン化の

進展状況、医療保険者における評価・改善に関する知見の集積状況や習熟度等の

動向を踏まえ、健診保健指導の評価に取組む必要がある。 

 

２）具体的な健診・保健指導の実施・評価の手順（例） 

医療保険者において、健診・保健指導関連データとレセプトを突合したデータを

用いて健診・保健指導の評価を行うため、医師、保健師、管理栄養士等は、生活習

慣病は予防可能であることを理解し、予防するために何が必要かを考えることが重

要である。また、予防ができなかったケースのデータから、なぜ予防できなかった

のかについて分析することも重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

1 International Classification of Diseases 国際疾病分類。疾病の国際比較を可能にするため

WHO（世界保健機関）が作成。 
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〔評価手順の一例〕 

①利用するレセプトの抽出 

○ 利用するレセプトは、生活習慣病に関係する病名により抽出（ 別紙２ ）。 

○ レセプトの病名は主傷病と副傷病に分かれているが、両方とも拾う。さらに、

生活習慣病に関係する病名が主傷病か副傷病かを分類するため、主傷病が分か

るようにデータを抽出する。 

○ 将来的にレセプトがオンライン化されれば電子データからの変換が可能と

なるが、それまでは、健診データにレセプト病名コードを追加することにより

対応する。 

○ 病名コードは、ICD 分類に基づくものとする。 

 

②集団の疾患特徴の把握 

（高額レセプト、長期レセプト、重複疾病の抽出による突合分析） 

○ 高額なレセプト（例：１ヶ月２００万円以上など）を分析することにより、

どのような疾患が高額になっているかを調べ、どの疾患の予防を優先的な保健

指導の対象とするか考える（ 様式１－1、２ ）。 

○ 高額なレセプトだけでなく、長期に治療が継続することにより結果的に医療

費が高額になる疾患についても調べ、どの疾患の予防を優先的な保健指導の対

象とするかについても考える（ 様式２－１～３ ）。 

○ 被保険者集団の特徴や健康課題を把握するため、複数の生活習慣病の罹患状

況を調べ、糖尿病、高血圧症、高脂血症、虚血性心疾患、脳卒中、人工透析を

要する慢性腎不全等の疾病毎に分析を行う（ 様式３－１～７ ）。 

○ 全国又は都道府県のデータと比較することにより、被保険者集団の疾患分布

等の特徴を把握するための資料を収集・作成する（ 様式４－１～６ ）。 

○ 健診・保健指導の効果を評価するため、レセプト分析により、保健指導によ

る重症化予防、合併症予防の成果を確認する（ 様式５－１～１４ ）。 

 

③集団の健康状況の把握（健診・保健指導結果による経年的なアウトカム評価） 

○ 被保険者集団全体の健康状況を把握するため、健診有所見者状況、内臓脂肪

症候群（メタボリックシンドローム）のリスクの重複状況、健診受診率、支援

別保健指導実施率等の健診・保健指導実施結果の特徴を、経年的データを用い

て分析する（ 様式６―１～１１ ）。 

 

④健診・保健指導の総合的評価に関するデータ 

○ 健診・保健指導の評価を行う上では、内臓脂肪症候群、糖尿病等の生活習慣

病の増減等を評価する必要がある（ 様式７ ）。 

○ 毎年の健診・保健指導事業の評価を行うためには生活習慣病の有病者・予備

群への移行者数の減少以外にも、補足的な評価項目が必要である。 



 - 142 -

○ 補足的な評価項目としては、有病者又は予備群のままであったとしても、リ

スク数の減少などが想定される。 

○ 健診・保健指導の費用と医療費の削減効果が比較できる仕組みが必要である。 

○ 医療保険者は、被保険者に対して健診・保健指導の総合的評価を情報提供す

ることが必要である。 

 

⑤健診受診者個人の評価 

○ 健診受診者ごとの腹囲、体重、血圧等の改善も評価すべきである。 

○ 腹囲の増加、体重の増加等が認められないこと、追加リスクがないこと（現

状維持）も評価すべきである。また、追加リスクがある場合であっても腹囲等

が減少したことを評価すべきである。 

○ 動機づけ支援、積極的支援の対象者については、生活習慣の変化（食事、運 

動、喫煙等）、行動変容の準備段階（ステージ）の変化、設定目標の達成状況 

についても評価すべきである。 

 

注）詳細な手順等については、厚生労働科学研究費補助金による研究事業におい

て、「健診データ・レセプト分析から見る生活習慣病予防（仮称）」が取りまと

められる予定。 
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（３）健診・保健指導計画作成及び評価のためのデータ管理 

 

１）基本的な考え方 

○ 健診・保健指導のデータは個人の健康情報が入っているので、あらかじめ医療

保険者により定められた責任者をおいて管理することが望ましい。 

 

○ また、健診・保健指導のデータ管理を外部委託する場合は、本プログラム第２

編第６章（２）④及び第３編第６章（４）２）④に定める基準を遵守する必要が

ある。 

 

○ 医療保険者は被保険者に対して、健診・保健指導結果を管理するとともに、そ

の情報を各個人が保存しやすい形※で提供することが必要である。 

 

 

※健診結果の様式の考え方 

・日本工業規格 A4 型１枚に収納される様式であること。 

・特定健診の標準的な健診項目全てについて検査値及び結果とその判定について

記載されていること。 

・できる限り、経年的な結果、データを視覚的に表現し、受診者が理解しやすい

体裁を有すること。 

なお、具体的なイメージ案は、別紙４参照。 
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（４）個人情報の保護とデータの利用に関する方針 

 

１）基本的考え方 

 医療保険者は、健診・保健指導で得られる健康情報の取扱いについては、個人情

報の保護に関する法律及びこれに基づくガイドライン等を踏まえた対応を行う。そ

の際には、受診者の利益を最大限に保証するため個人情報の保護に十分に配慮しつ

つ、効果的・効率的な健診・保健指導を実施する立場から、収集された個人情報を

有効に利用することが必要である。 

 

２）具体的な個人情報の保護とデータの利活用の方法 

○ 個人情報の取扱いについては、個人情報の保護に関する法律及びこれに基づく

ガイドライン（「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのため

のガイドライン」、「健康保険組合等における個人情報の適切な取扱いのためのガ

イドライン」、「国民健康保険組合における個人情報の適切な取扱いのためのガイ

ドライン」等）等を遵守すること。 

 

○ 健診・保健指導データの電子媒体による保存等については、「医療情報システ

ムの安全管理に関するガイドライン」を遵守すること。 

 

○ 医療保険者は、健診・保健指導データを都道府県に提出する場合には、健診・

保健指導データのうち、氏名等の情報をはずし、何らかの整理番号を付番する等

により、匿名化されたデータを作成すること。 

 

○ 上記の個人情報の保護に係る一定のルールを満たした上で、収集・蓄積された

健診・保健指導に係るデータについては、健診・保健指導の実施に係る者が、国・

都道府県レベルで利用することができるような仕組みが望ましい。 

 

○ 国により都道府県毎に分類され、都道府県へ提供された健診・保健指導に係る

データについては、医療保険者による医療費適正化の一環として、保険者協議会

等の場において、生活習慣病対策の企画立案・評価のために利活用されることが

望ましい。 

 

 

 

 

 

 



・肥満

・高血糖

・高血圧

・脂質異常

など

予備群

生活習慣病の発症予防・重症化予防対策の分析・評価指
～メタボリックシンドロームに着目した生活習慣病予防～

不健康な生活習慣

・不適切な食生活
（エネルギーの過剰等）

・運動不足

・ストレス過剰

・飲酒

・喫煙 など

内臓脂肪症
候群として
の生活習慣
病

・肥満症
・糖尿病
・高血圧症
・高脂血症

など

重症化・合併症

・虚血性心疾患
（心筋梗塞、狭心症）

・脳卒中
（脳出血、脳梗塞等）

・糖尿病の合併症
（網膜症・人工透析等）

など

生活機能の低下
要介護状態

・半身の麻痺
・日常生活に
おける支障

・認知症
など

・要介護度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

・死亡

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化

各医療保険者、都道府県、国レベルで以下のような分
析・評価を行い、生活習慣病の減少に努める。

治療中の者
△人

年間の新規悪化
×人

年間の新規改善
○人

・レセプト病名
（ ICD10コード）
狭心症I20
急性心筋梗塞I21
脳内出血I61
脳梗塞I63 
慢性腎不全N18
糖尿病腎症E112
糖尿病網膜症E113

など

・腹囲 男性≧ 85
女性≧ 90

・空腹時血糖≧126mg/dl
・HbA1c≧6.1%
・中性脂肪≧150mg/dl
・HDL-C<40mg/dl
・LDL-C≧140mg/dl
・収縮期血圧≧140mmHg
・拡張期血圧≧90mmHg

レセプト病名
・糖尿病E11～E14
・本態性高血圧症I10
・高脂血症E78

・腹囲 男性＜85cm
女性＜90cm

・空腹時血糖
<110mg/dl

・HbA1c<5.5%
・中性脂肪

<150mg/dl
・HDL-C≧40mg/dl
・LDL-C<140mg/dl
・血圧（収縮期）

<130mmHg
・血圧（拡張期）

<85mmHg

客
観
的
評
価
指
標
等

悪
化

改
善

全体人数

△△人

全体人数

△△人
年間の新規悪化

×人

年間の新規改善
○人

全体人数

△△人

年間の新規悪化
×人

全体人数

△△人

年間の新規悪化
×人

全体人数

△△人

・腹囲 男性≧ 85
女性≧ 90 

・空腹時血糖
110≦[ ]<126mg/dl

・HbA1c
5.5≦[ ]<6.1%

・中性脂肪≧150mg/dl
・HDL-C<40mg/dl
・LDL-C≧140mg/dl
・血圧（収縮期）
130≦[ ]<140mmHg

・血圧（拡張期）
85≦[ ]<90mmHg

治療中の者
△人

死亡

別
紙

１

-
1
4
5-



レセプト分析対象病名等一覧（優先順）

疾病と治療 疾患名 ＩＣＤ１０コード 点数コード
①糖尿病 糖尿病 Ｅ１１～E１4

②インスリン療法 インスリン在宅自己注射指導管理料点数コード、レセ電算コード C１０１

③高血圧症 高血圧症 I１０
本態性高血圧症 I１０

④高脂血症 高脂血症 Ｅ７８５
高HDL血症 Ｅ７８０
高LDL血症 Ｅ７８０
高トリグリセライド血症 Ｅ７８１

⑤（高尿酸血症） 高尿酸血症 Ｅ７９０

⑥肝機能障害 脂肪肝 Ｋ７６０
アルコール性肝炎 Ｋ７０１

⑦糖尿病性神経障害 糖尿病末梢神経障害 Ｅ１４４

⑧糖尿病性網膜症 糖尿病網膜症 Ｅ１４３

⑨糖尿病性腎症 糖尿病性腎症 Ｅ１４２

⑩（痛風腎）

⑪高血圧性腎臓障害 高血圧性腎疾患 I１２９
腎硬化症 N２６

⑫脳血管疾患

⑬脳出血 脳内出血 Ｉ６１

⑭脳梗塞 脳梗塞 Ｉ６３９

⑮その他の脳血管疾患 脳卒中 I６４

⑯虚血性心疾患 狭心症 I２０９
虚血性心疾患 I２５９
急性心筋梗塞 I２１９
心筋梗塞 I２１９

経費的冠動脈ステント留置術の点数表コード K６１５

⑰動脈閉塞 糖尿病性壊疽 Ｅ１４５

⑱大動脈疾患

⑲人工透析 人工腎臓の点数表コード、レセ電算コード J０３８

※ICD１０コードは、病名検索ソフト「病名くん」（無料）で検索可能である。
〔財団法人医療情報システム開発センターホームページ（http://www.medis.or.jp/）からアクセス可能〕

別紙２
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様式１-１　200万円以上となった個別レセプト一覧（医療費の高い順）

番号
被保険者

番号
年齢 性別

入院・入
院外

費用額

基礎疾患 循環器疾患

その他 傷病名１ 傷病名２ 傷病名３ 傷病名４ 傷病名５

高血圧症 糖尿病 高脂血症
高尿酸血
症

虚血性心
疾患

（再）バイ
パス・ステ
ント手術

大動脈疾
患

脳血管疾
患

動脈閉塞

1 男 入院 ● ● ●
2 男 入院 ● ● ● ●
3 男 入院 ● ●
4 女 入院 ● ●
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

再計

件数計
（割合）

入院件数
計（割合）

費用額
合計

１件あた
り費用額

他疾患の合併（基礎疾患及び疾病の進展）

基礎疾患 循環器疾患

その他
高血圧症 糖尿病 高脂血症

高尿酸血
症

虚血性心
疾患

大動脈疾
患

脳血管疾
患

動脈閉塞

計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合）

虚血性心
疾患

大動脈疾
患

脳血管疾
患

様
式
１
－
１
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様式１－２　200万円以上となったレセプト基礎疾患（費用額別・疾患別）

循環器疾患
その他 総合計

虚血性心疾患 大動脈疾患 脳血管疾患 動脈閉塞

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
1000 万円以上
900 万円台
800 万円台
700 万円台
600 万円台
500 万円台
400 万円台

420万円以上小計
血管に関する疾患

件数 割合
300 万円台
200 万円台

合計
(再）血管病に関する疾患

件数 割合

審査基準、高額レセ より高額なものが血管病であることを知るため

様
式
１
－
２
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様式２－１　６ヶ月以上入院しているレセプトの一覧（1年間の全レセプト）
（参考の医療費）

番号
被保険者
番号

性別 年齢
入院時
年齢

入院年
月日

入院
月数

傷病名１ 傷病名２ 傷病名３ 傷病名４ 傷病名５

（再計）生活習慣病　該当するところに● 総費用額
（直近レセプト費用額

×入院月数）高血圧症 糖尿病 高脂血症
高尿酸血
症

虚血性心
疾患

脳血管疾
患

動脈閉塞

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合） 計（割合）

再掲

虚血性心
疾患

脳血管疾
患

動脈閉塞

様
式
２
－
１
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様式２－２　人工透析をしている患者さんのレセプト一覧（1年間の全レセプト）

該当に○をつける （参考総医療費）

番号
被保
険者
番号

性別 年齢

透析
開始
年月
日

再掲

透析
実施
月数

１ヶ
月の
費用
額

傷病名１ 傷病名２ 傷病名３ 傷病名４ 傷病名５
糖尿
病

糖尿病の再掲

動脈
閉塞

高血
圧症

高尿
酸血
症

虚血
性心
疾患

脳血
管疾
患

直近レセプ
トの費用額
×透析月数

今年
度新
規に
○

イン
スリン
療法

糖尿
病性
神経
障害

糖尿
病性
網膜
症

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

※人工透析は特定疾病のため、「マル長」０２番と区分されるため、それを拾う。

訪問・面接に
より聞き取る

様
式

２
－

２

-150-



様式２－３　前年度新規に透析を開始した患者さんのレセプトと健診データ一覧

→必ず訪問指導しよう!!

被保険者
番号

新規透析
患者名

透析開始
年月日

その他の疾病の状況（レセプトから該当するものに○）

基礎疾患の有無 その他の合併症

高血圧症 糖尿病
（高尿酸
血症）

その他（病
名記載）

糖尿病性
網膜症

糖尿病性
神経障害

動脈閉塞
虚血性心
疾患

脳血管疾
患

原因疾患に気づいた時期

原因疾患に気づいたきっかけ
（健診・自覚症状・その他）

健診受診状況 平成　 年 平成　 年 平成　 年 平成　 年 平成　 年 平成　 年 平成　 年

年齢

腹囲

中性脂肪

HDLコレステロール

血糖

HｂA１c

血圧

（尿酸）

LDLコレステロール

（血清クレアチニン）

心電図

眼底検査

保健指導の有無
・内容

治療の経過

様式２－３
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様式３－１　生活習慣病全体の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

生活習慣病 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病

（再掲）

高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症

糖尿病性網膜
症

糖尿病性神経
障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

生活習慣病 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病

（再掲）

高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症

糖尿病性網膜
症

糖尿病性神経
障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

生活習慣病 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病

（再掲）

高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症

糖尿病性網膜
症

糖尿病性神経
障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式
３
－
１
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様式３－２　糖尿病の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

脳血管疾患 虚血性心疾患 高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

脳血管疾患 虚血性心疾患 高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

脳血管疾患 虚血性心疾患 高血圧症 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式

３
－
２
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様式３－３　高血圧の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高血圧症 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高血圧 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高血圧 脳血管疾患 虚血性心疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式

３
－

３
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様式３－４　高脂血症の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高脂血症 虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高脂血症 虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

高脂血症 虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式

３
－
４
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様式３－５　虚血性心疾患の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高尿酸血症 高血圧症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式

３
－
５
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様式３－６　脳梗塞・脳出血の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

脳血管疾患 高血圧症 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

虚血性心疾患 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

脳血管疾患 高血圧症 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

虚血性心疾患 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

脳血管疾患 高血圧症 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

虚血性心疾患 高尿酸血症 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式
３
－
６
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様式３－７　人工透析の分析〔レセプト分析（5月診療分のみ）〕

男性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

人工透析 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高血圧症 高尿酸血症 脳血管疾患 虚血性心疾患 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

女性

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

人工透析 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高血圧症 高尿酸血症 脳血管疾患 虚血性心疾患 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

総数

年代
被保険者

数
１ヶ月の受
診実人数

人工透析 糖尿病
（再掲）糖尿病合併症

高血圧症 高尿酸血症 脳血管疾患 虚血性心疾患 高脂血症
インスリン療法 人工透析 糖尿病性腎症 糖尿病性網膜症 糖尿病性神経障害

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70～74歳

合計

（再掲）40～74歳

（再掲）65～74歳

様
式

３
－

７
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様式４－１　都道府県の特徴
出典
年

01 徳 島 県 258.7 高 知 県 2,176.2 高知県 2,263 徳島県 52 石川県 35 高知県 454 徳島県 262 高知県 69 沖縄県 457.4 広 島 県 41,445 徳 島 県 258,029 北 海 道 436,409 福 岡 県 86,015

02 高 知 県 258.4 北 海 道 1,636.8 鹿児島県 2,027 鹿児島県 47 徳島県 32 山口県 346 大分県 225 大分県 53 青森県 447.6 高 知 県 41,316 北 海 道 243,400 長 崎 県 434,581 北 海 道 84,186

03 京 都 府 257.8 鹿児島県 1,580.8 熊本県 1,944 高知県 46 大分県 32 熊本県 323 山形県 217 熊本県 51 和歌山県 445.2 山 口 県 41,142 鹿児島県 238,525 大 阪 府 413,209 高 知 県 82,670

04 東 京 都 253.7 熊 本 県 1,523.4 長崎県 1,876 大分県 44 高知県 30 北海道 306 和歌山県 216 山口県 50 宮崎県 437.0 鹿児島県 40,584 香 川 県 237,973 石 川 県 407,376 広 島 県 80,205

05 鳥 取 県 249.2 福 岡 県 1,491.1 山口県 1,846 山口県 42 和歌山県 25 富山県 299 香川県 215 佐賀県 45 熊本県 418.5 北 海 道 40,555 島 根 県 235,597 広 島 県 406,779 長 崎 県 79,776

06 福 岡 県 247.6 石 川 県 1,477.1 徳島県 1,816 佐賀県 42 佐賀県 25 鹿児島県 296 鳥取県 207 石川県 44 長崎県 418.4 大 分 県 39,782 高 知 県 235,438 徳 島 県 405,383 沖 縄 県 79,298

07 岡 山 県 241.0 山 口 県 1,475.3 大分県 1,811 熊本県 41 富山県 24 長崎県 289 佐賀県 207 長崎県 41 山梨県 412.0 香 川 県 39,569 山 口 県 234,158 福 岡 県 401,946 大 阪 府 78,946

08 石 川 県 235.4 徳 島 県 1,469.6 佐賀県 1,787 北海道 38 山口県 24 佐賀県 288 愛媛県 206 北海道 40 高知県 411.8 福 岡 県 39,392 大 分 県 233,518 佐 賀 県 396,904 佐 賀 県 78,162

09 熊 本 県 235.3 佐 賀 県 1,451.1 北海道 1,667 石川県 38 長崎県 24 徳島県 281 兵庫県 203 富山県 40 鹿児島県 407.4 長 崎 県 39,095 富 山 県 231,612 高 知 県 387,648 鹿児島県 77,136

10 長 崎 県 234.8 富 山 県 1,419.4 宮崎県 1,642 愛媛県 36 北海道 23 福岡県 273 山口県 201 宮崎県 40 茨城県 406.5 島 根 県 39,019 長 崎 県 229,507 兵 庫 県 386,039 熊 本 県 76,952

11 香 川 県 233.0 香 川 県 1,418.2 福岡県 1,627 福岡県 36 京都府 23 愛媛県 260 広島県 199 青森県 38 群馬県 403.7 徳 島 県 38,610 広 島 県 228,913 香 川 県 385,853 大 分 県 76,273

12 島 根 県 230.7 長 崎 県 1,388.9 愛媛県 1,576 長崎県 36 福岡県 23 石川県 258 大阪府 197 鹿児島県 38 栃木県 398.9 佐 賀 県 38,600 石 川 県 226,762 東 京 都 379,736 京 都 府 75,166

13 和歌山県 230.5 愛 媛 県 1,350.7 富山県 1,543 宮崎県 35 鹿児島県 23 島根県 250 島根県 197 徳島県 37 愛媛県 392.6 岡 山 県 38,449 福 岡 県 224,794 鹿児島県 379,729 石 川 県 74,800

14 大 分 県 226.4 島 根 県 1,330.5 香川県 1,528 和歌山県 32 愛媛県 22 岩手県 245 岡山県 191 秋田県 35 東京都 390.4 石 川 県 37,804 愛 媛 県 223,827 岡 山 県 377,716 山 口 県 74,771

15 大 阪 府 224.7 宮 崎 県 1,330.5 石川県 1,522 香川県 31 熊本県 22 大分県 242 福井県 187 和歌山県 35 岩手県 388.2 富 山 県 37,172 佐 賀 県 219,554 富 山 県 377,170 岡 山 県 73,113

16 広 島 県 223.1 岡 山 県 1,330.0 島根県 1,509 青森県 30 宮崎県 22 宮崎県 238 秋田県 186 宮城県 33 秋田県 384.9 愛 媛 県 36,970 鳥 取 県 217,722 大 分 県 376,044 香 川 県 72,956

17 愛 媛 県 222.1 大 分 県 1,310.0 秋田県 1,384 富山県 30 岩手県 21 秋田県 235 三重県 186 福岡県 31 福島県 384.0 熊 本 県 36,943 秋 田 県 217,028 秋 田 県 374,651 兵 庫 県 70,999

18 山 口 県 215.4 鳥 取 県 1,287.6 沖縄県 1,377 岩手県 29 奈良県 20 沖縄県 212 鹿児島県 183 広島県 30 山形県 383.2 鳥 取 県 36,262 熊 本 県 214,464 福 井 県 374,018 愛 媛 県 69,968

19 佐 賀 県 214.0 福 井 県 1,277.6 福井県 1,373 福井県 29 香川県 20 広島県 209 高知県 182 香川県 30 佐賀県 381.7 福 井 県 35,264 岩 手 県 214,010 熊 本 県 371,295 ★全   国 69,573

20 富 山 県 210.3 京 都 府 1,258.6 鳥取県 1,350 岡山県 28 鳥取県 19 鳥取県 208 熊本県 182 沖縄県 30 岐阜県 376.8 京 都 府 34,394 岡 山 県 213,806 和歌山県 370,146 徳 島 県 68,733

21 鹿児島県 208.3 秋 田 県 1,206.6 広島県 1,343 広島県 28 福井県 18 香川県 203 山梨県 178 島根県 28 静岡県 376.4 秋 田 県 34,106 宮 崎 県 204,354 宮 城 県 369,489 和歌山県 68,271

22 宮 崎 県 201.8 沖 縄 県 1,204.7 岩手県 1,309 大阪府 25 山梨県 18 新潟県 200 青森県 175 岡山県 28 大阪府 376.3 兵 庫 県 33,840 和歌山県 202,033 京 都 府 369,430 愛 知 県 68,007

23 北 海 道 198.0 広 島 県 1,192.6 岡山県 1,284 ★全　国 24 滋賀県 18 京都府 187 石川県 173 愛媛県 28 長野県 374.2 宮 崎 県 33,336 福 井 県 201,861 愛 媛 県 368,538 奈 良 県 67,968

24 ★全   国 195.8 和歌山県 1,167.6 青森県 1,253 福島県 24 岡山県 18 福井県 186 福岡県 173 群馬県 27 大分県 374.1 和歌山県 32,851 新 潟 県 200,189 青 森 県 368,327 福 井 県 67,927

25 福 井 県 193.6 岩 手 県 1,145.6 和歌山県 1,233 鳥取県 23 秋田県 17 福島県 185 長崎県 172 ★全　国 26 山口県 372.8 ★全   国 32,093 兵 庫 県 196,689 ★全   国 368,256 宮 崎 県 67,859

26 兵 庫 県 192.6 福 島 県 1,138.5 福島県 1,212 島根県 23 岐阜県 17 岡山県 185 岐阜県 171 福島県 26 千葉県 371.9 新 潟 県 32,064 大 阪 府 196,517 岩 手 県 367,026 東 京 都 67,770

27 群 馬 県 190.7 青 森 県 1,136.1 京都府 1,168 宮城県 22 島根県 17 ★全　国 183 北海道 169 岩手県 24 ★全国 369.8 山 形 県 31,843 福 島 県 196,089 山 口 県 365,325 鳥 取 県 66,890

28 奈 良 県 187.7 山 梨 県 1,081.2 ★全　国 1,145 山梨県 22 広島県 17 青森県 179 宮城県 168 新潟県 24 鳥取県 362.7 大 阪 府 31,782 山 形 県 195,783 福 島 県 364,887 滋 賀 県 66,785

29 山 梨 県 187.4 大 阪 府 1,079.5 山形県 1,117 兵庫県 22 ★全　国 16 山形県 170 栃木県 161 山梨県 24 三重県 361.6 福 島 県 31,692 青 森 県 194,419 愛 知 県 360,331 埼 玉 県 65,789

30 栃 木 県 186.0 ★全   国 1,073.0 新潟県 1,112 茨城県 21 群馬県 16 大阪府 169 愛知県 159 滋賀県 24 宮城県 357.0 滋 賀 県 31,315 ★全   国 192,315 島 根 県 357,833 島 根 県 65,654

31 宮 城 県 183.5 群 馬 県 1,072.9 山梨県 1,074 沖縄県 21 沖縄県 16 和歌山県 167 ★全　国 158 京都府 24 北海道 355.6 三 重 県 31,142 三 重 県 190,094 鳥 取 県 357,214 神奈川県 65,001

32 滋 賀 県 180.8 奈 良 県 1,046.2 大阪府 1,053 秋田県 20 福島県 15 栃木県 166 群馬県 158 大阪府 24 島根県 355.3 奈 良 県 30,903 京 都 府 189,563 奈 良 県 350,888 富 山 県 64,807

33 沖 縄 県 179.5 新 潟 県 1,034.0 群馬県 1,048 滋賀県 20 大阪府 15 群馬県 161 滋賀県 149 兵庫県 24 埼玉県 352.4 岩 手 県 30,677 山 梨 県 184,459 神奈川県 349,528 福 島 県 64,173

34 山 形 県 179.3 長 野 県 1,002.1 兵庫県 1,035 京都府 20 青森県 14 静岡県 160 岩手県 146 山形県 22 兵庫県 352.3 長 野 県 30,473 岐 阜 県 183,922 山 形 県 349,507 岐 阜 県 64,023

35 秋 田 県 178.3 兵 庫 県 986.6 奈良県 1,019 奈良県 20 静岡県 14 三重県 156 富山県 145 長野県 22 福岡県 352.1 岐 阜 県 30,291 奈 良 県 183,886 山 梨 県 347,586 宮 城 県 63,900

36 長 野 県 176.5 栃 木 県 954.2 三重県 993 愛知県 19 三重県 14 茨城県 150 茨城県 142 岐阜県 22 新潟県 351.1 宮 城 県 30,051 宮 城 県 182,057 宮 崎 県 347,385 山 梨 県 63,849

37 三 重 県 173.5 山 形 県 940.8 宮城県 971 栃木県 18 兵庫県 14 兵庫県 149 福島県 135 静岡県 22 香川県 348.2 愛 知 県 29,982 愛 知 県 181,214 岐 阜 県 346,276 秋 田 県 63,770

38 愛 知 県 172.8 三 重 県 939.3 栃木県 967 群馬県 18 宮城県 13 滋賀県 148 東京都 135 三重県 22 奈良県 344.7 山 梨 県 29,813 長 野 県 178,189 栃 木 県 346,010 青 森 県 63,174

39 福 島 県 170.4 茨 城 県 935.8 長野県 946 東京都 18 山形県 13 奈良県 147 静岡県 134 栃木県 21 神奈川県 344.0 青 森 県 29,203 東 京 都 177,733 新 潟 県 342,865 群 馬 県 63,058

40 岩 手 県 166.0 滋 賀 県 928.8 滋賀県 941 埼玉県 17 埼玉県 13 山梨県 141 宮崎県 134 神奈川県 20 広島県 341.7 静 岡 県 29,027 滋 賀 県 175,618 滋 賀 県 342,746 三 重 県 60,814

41 新 潟 県 165.4 東 京 都 922.2 茨城県 939 岐阜県 17 千葉県 13 長野県 138 奈良県 131 福井県 20 岡山県 340.5 群 馬 県 28,847 栃 木 県 174,867 三 重 県 337,917 茨 城 県 60,474

42 静 岡 県 164.8 宮 城 県 896.5 岐阜県 939 三重県 17 茨城県 12 愛知県 138 京都府 129 茨城県 19 愛知県 340.2 東 京 都 28,556 群 馬 県 174,396 茨 城 県 337,859 千 葉 県 60,094

43 青 森 県 164.8 静 岡 県 874.3 東京都 877 神奈川県 16 東京都 12 東京都 137 千葉県 128 愛知県 19 京都府 340.1 神奈川県 28,326 静 岡 県 173,018 沖 縄 県 337,365 栃 木 県 59,562

44 神奈川県 162.2 愛 知 県 831.4 静岡県 871 新潟県 16 神奈川県 12 岐阜県 134 埼玉県 127 埼玉県 18 石川県 337.0 栃 木 県 27,091 神奈川県 172,915 静 岡 県 335,720 静 岡 県 59,304

45 岐 阜 県 161.7 岐 阜 県 820.0 愛知県 847 千葉県 15 長野県 12 千葉県 122 新潟県 126 東京都 18 徳島県 334.7 茨 城 県 26,584 茨 城 県 170,103 埼 玉 県 331,824 山 形 県 59,296

46 千 葉 県 141.9 千 葉 県 777.6 埼玉県 771 長野県 14 愛知県 12 埼玉県 120 長野県 125 鳥取県 17 福井県 334.3 埼 玉 県 26,398 沖 縄 県 164,680 群 馬 県 328,689 岩 手 県 58,225

47 茨 城 県 136.5 神奈川県 727.6 千葉県 771 静岡県 14 栃木県 11 宮城県 117 神奈川県 93 千葉県 16 滋賀県 316.9 沖 縄 県 25,949 埼 玉 県 161,816 長 野 県 319,995 新 潟 県 58,111

48 埼 玉 県 121.8 埼 玉 県 726.2 神奈川県 764 山形県 10 新潟県 10 神奈川県 115 沖縄県 88 奈良県 15 富山県 313.7 千 葉 県 25,904 千 葉 県 159,906 千 葉 県 319,853 長 野 県 57,565

老人被保険者
1人あたり医療費

（円）総数 糖尿病 虚血性心疾患 脳血管疾患 糖尿病 腎不全等

外来受療率(人口１０万対） 被保険者
1人あたり医療費

（円）

一般被保険者
1人あたり医療費

（円）

退職被保険者
1人あたり医療費

（円）順
位

医療施設に従事す
る医師数

（人口10万人当た
り）

一般病院病床数
（人口10万人当た

り）

入院受療率(人口１０万対）

2006

国民健康保険被保
険者数（人口千人

当たり）

国民健康保険の実態総務省統計局社会指標 厚生労働省患者調査
2002 2003 2005 2005 2006
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様式4-3　都道府県の特徴　生活習慣病習慣病における死亡と医療の状況（糖尿病の視点から） 平成10年～平成14年人口動態保健所・市区町村別統計（人口動態統計特殊報告） 、平成１６年人口動態調査、平成１５年地域保健医療基礎統計(厚生労働省大臣官房統計情報部編）　

死亡率（１０万対）（H１６年人口動態調査）
割合 18才未満18才以上

1 長野 78.9 沖縄 86.1 島　根 1,103.8 徳　島 16.6 岩　手 55.5 秋　田 163.2 佐賀 6,361 高知 2,233 徳島 232 徳島 67 徳島 11.3 徳島 6.9 熊本 5,006 268.7 群馬 1,306 35.0 山口 7,626 504.3 33 7,593 青森 174 鹿児島 71 青森 11.9 青森 8.4 1

2 福井 78.5 福井 85.4 秋　田 1,100.0 青　森 14.4 大　分 53.3 高　知 158.9 広島 6,236 鹿児島 2,014 香川 225 北海道 48 沖縄 10.2 沖縄 6.3 宮崎 3,006 255.3 栃木 1,395 33.8 鹿児島 8,364 472.6 44 8,320 佐賀 162 高知 63 高知 11.7 北海道 7.4 2

3 奈良 78.3 島根 85.4 高　知 1,090.4 福　島 14.3 山　形 52.7 岩　手 155.4 長崎 6,067 熊本 1,929 広島 220 高知 48 青森 9.9 三重 5.7 徳島 2,075 252.0 福島 1,202 33.8 島根 3,538 470.1 18 3,520 宮崎 147 大分 53 徳島 11.3 鹿児島 6.9 3

4 熊本 78.3 熊本 85.3 山　口 1,051.7 高　知 13.3 福　島 52.7 長　野 154.8 青森 5,935 山口 1,853 島根 212 熊本 47 三重 9.4 奈良 5.4 大分 2,999 244.4 山梨 573 33.4 徳島 3,738 454 25 3,713 沖縄 111 長崎 51 北海道 11.3 和歌山 6.8 4

5 神奈川 78.2 長野 85.2 山　形 1,037.9 香　川 13.1 高　知 51.3 山　形 152.1 高知 5,909 長崎 1,846 青森 193 鹿児島 47 茨城 9.4 茨城 5.4 沖縄 3,236 237.6 福井 470 33.1 佐賀 3,639 414.9 23 3,616 福岡 108 岡山 50 岩手 11.2 三重 6.8 5

6 静岡 78.2 富山 85.2 徳　島 1,034.2 鹿児島 13 三　重 50.4 鹿児島 145.6 秋田 5,893 徳島 1,774 佐賀 193 愛媛 46 福島 8.8 愛媛 5.4 鹿児島 4,174 235.8 奈良 774 32.0 鳥取 2,507 407.9 36 2,471 和歌山 102 宮崎 46 大阪 11.0 秋田 6.6 6

7 滋賀 78.2 山梨 85.2 鹿児島 1,031.7 鳥　取 12.7 鹿児島 48.9 新　潟 144 香川 5,861 佐賀 1,759 高知 192 長崎 46 岡山 8.7 栃木 5.3 高知 1,816 224.3 茨城 1,704 31.9 福井 3,342 405.2 39 3,303 高知 99 熊本 45 鹿児島 11.0 大阪 6.6 7

8 富山 78.1 岡山 85.2 鳥　取 1,017.5 秋　田 12.5 青　森 48.7 鳥　取 143.6 鹿児島 5,774 大分 1,729 北海道 179 富山 42 富山 8.7 大阪 5.0 栃木 4,354 217.0 広島 1,739 31.5 愛媛 5,630 376.1 24 5,606 栃木 96 青森 44 三重 10.8 熊本 6.6 8

9 岐阜 78.1 新潟 85.2 和歌山 1,014.4 栃　木 12.5 茨　城 48.7 青　森 141.2 熊本 5,738 北海道 1,686 富山 174 山口 42 東京 8.6 青森 4.8 香川 2,188 212.6 北海道 3,441 31.4 長崎 5,621 372 38 5,583 鹿児島 95 山口 44 秋田 10.8 兵庫 6.4 9

10 京都 78.1 石川 85.1 愛　媛 996.9 茨　城 12.4 長　野 46.6 山　口 140.6 島根 5,731 宮崎 1,619 山形 173 福井 39 静岡 8.6 北海道 4.8 和歌山 2,251 209.7 大阪 5,158 31.1 岩手 5,146 366.2 45 5,101 群馬 93 北海道 42 京都 10.6 埼玉 6.4 10

11 埼玉 78.0 広島 85.1 青　森 992.5 福　井 12.2 和歌山 45.1 島　根 137.2 愛媛 5,731 福岡 1,586 大阪 171 福岡 39 北海道 8.5 京都 4.8 群馬 4,226 208.9 三重 968 30.9 熊本 6,807 365.4 21 6,786 石川 92 福岡 41 熊本 10.4 岡山 6.4 11

12 千葉 78.0 宮崎 85.0 岩　手 990.4 富　山 12 福　井 44.8 福　島 135 宮崎 5,730 富山 1,560 兵庫 171 大分 38 香川 8.5 岐阜 4.8 福岡 10,422 208.0 千葉 2,953 30.7 大分 4,271 348.1 17 4,254 富山 86 佐賀 41 兵庫 10.3 京都 6.2 12

13 東京 78.0 佐賀 85.0 大　分 971.3 大　分 12 宮　崎 44.8 徳　島 128.1 大阪 5,688 愛媛 1,551 愛媛 170 香川 36 山梨 8.5 岩手 4.8 佐賀 1,811 206.5 京都 1,381 30.6 宮崎 3,952 335.6 10 3,942 千葉 82 富山 40 広島 10.3 高知 6.2 13

14 石川 78.0 静岡 84.9 新　潟 963.6 岩　手 11.4 新　潟 44.4 富　山 127.7 福岡 5,594 石川 1,541 宮城 169 佐賀 35 福岡 8.5 鹿児島 4.7 長崎 3,102 205.3 埼玉 3,320 30.5 青森 4,642 313.8 61 4,581 秋田 76 愛媛 39 愛知 10.2 鳥取 6.2 14

15 愛知 78.0 滋賀 84.9 香　川 959.4 新　潟 11.2 鳥　取 43.1 栃　木 126.1 徳島 5,453 香川 1,533 岡山 169 広島 34 佐賀 8.4 愛知 4.7 大阪 17,447 201.7 東京 6,729 30.3 山梨 2,757 312.3 14 2,743 岡山 71 石川 36 茨城 9.9 奈良 6.1 15

16 香川 78.0 鳥取 84.9 福　島 955.4 三　重 11.1 長　崎 42.4 大　分 121 北海道 5,372 島根 1,475 山梨 167 青森 33 大阪 8.3 東京 4.7 広島 5,729 199.6 和歌山 659 30.0 高知 2,509 309.9 13 2,496 宮城 70 和歌山 35 香川 9.7 滋賀 6.1 16

17 群馬 77.9 奈良 84.8 長　崎 952.8 愛　媛 11.1 徳　島 42.2 長　崎 119.7 東京 5,348 福井 1,388 京都 164 岩手 32 山口 8.2 群馬 4.7 静岡 7,422 196.7 石川 626 30.0 奈良 4,435 308.2 37 4,398 新潟 69 徳島 34 長崎 9.6 愛知 6.0 17

18 山梨 77.9 京都 84.8 佐　賀 948.5 北海道 10.9 北海道 41.9 宮　崎 119.7 富山 5,290 岡山 1,338 秋田 162 石川 32 大分 8.1 宮城 4.6 北海道 11,072 195.9 沖縄 929 29.7 ★全国 388,326 306.2 5,698 382,628 岐阜 69 香川 33 岡山 9.5 福岡 5.8 18

19 三重 77.9 香川 84.8 長　野 942.6 静　岡 10.9 山　梨 41.9 愛　媛 118.9 山形 5,274 沖縄 1,332 福井 162 和歌山 32 栃木 8.1 静岡 4.5 東京 23,416 193.8 山口 743 29.6 沖縄 4,127 303.0 77 4,050 山形 67 沖縄 32 山梨 9.5 広島 5.8 19

20 大分 77.9 北海道 84.8 富　山 939.1 山　形 10.7 栃　木 40.7 群　馬 117.9 新潟 5,256 秋田 1,322 奈良 160 宮崎 31 秋田 8.0 神奈川 4.5 山梨 1,704 193.0 静岡 1,996 29.3 東京 36,400 301.3 1,990 34,410 静岡 67 秋田 29 山形 9.5 徳島 5.8 20

21 岡山 77.8 長崎 84.8 熊　本 925.0 山　梨 10.6 岡　山 40.1 岡　山 115.7 石川 5,203 岩手 1,311 和歌山 160 大阪 30 千葉 8.0 兵庫 4.4 岡山 3,749 191.5 神奈川 3,907 29.3 山形 3,656 298.2 49 3,607 ★全国 64 三重 29 和歌山 9.4 ★全国 5.7 21

22 広島 77.8 高知 84.8 福　井 915.1 岡　山 10.6 山　口 39.2 佐　賀 115.1 岐阜 5,193 広島 1,304 熊本 159 島根 30 鳥取 8.0 ★全国 4.4 京都 4,856 189.3 ★全国 66,827 29.2 香川 2,891 280.9 16 2,875 茨城 64 群馬 28 宮崎 9.3 宮城 5.7 22

23 ★全国 77.7 神奈川 84.7 宮　崎 913.5 熊　本 10.6 香　川 39 茨　城 114.9 山口 5,148 鳥取 1,303 鳥取 156 岡山 29 山形 7.9 山口 4.3 ★全国 237,710 187.4 岐阜 1,026 29.1 秋田 3,283 279.7 19 3,264 長崎 64 島根 28 ★全国 9.2 静岡 5.7 23

24 宮城 77.7 大分 84.7 岡　山 902.4 群　馬 10.5 愛　媛 38.9 山　梨 114.9 兵庫 5,140 青森 1,201 栃木 153 福島 28 群馬 7.9 石川 4.3 鳥取 1,137 185.0 宮城 1,064 29.0 三重 4,741 255.2 48 4,693 熊本 64 ★全国 27 岐阜 9.1 岐阜 5.6 24

25 山形 77.7 宮城 84.7 山　梨 900.3 島　根 10.5 富　山 37.8 熊　本 114 岡山 5,132 福島 1,199 大分 153 京都 28 埼玉 7.9 秋田 4.2 愛媛 2,742 183.2 愛知 3,447 29.0 群馬 5,014 247.9 64 4,950 大阪 63 栃木 27 東京 9.0 大分 5.5 25

26 新潟 77.7 鹿児島 84.7 三　重 874.5 山　口 10.4 兵　庫 37.4 三　重 112.5 ★全国 5,083 和歌山 1,171 宮崎 152 ★全国 27 ★全国 7.8 大分 4.2 石川 2,144 182.5 長野 1,083 29.0 北海道 13,940 246.7 168 13,772 香川 63 大阪 26 福岡 9.0 茨城 5.5 26

27 沖縄 77.6 ★全国 84.6 群　馬 864.6 佐　賀 10.4 秋　田 37.1 宮　城 111.4 大分 5,041 ★全国 1,139 鹿児島 152 秋田 26 高知 7.7 福井 4.2 愛知 12,578 179 福岡 2,964 28.6 和歌山 2,617 243.8 22 2,595 山口 59 鳥取 26 山口 8.9 福島 5.5 27

28 兵庫 77.6 山形 84.6 広　島 856.8 石　川 10.3 宮　城 36.8 福　井 111.2 宮城 5,005 京都 1,130 三重 151 兵庫 26 石川 7.7 新潟 4.2 山口 2,699 178.5 佐賀 475 28.5 新潟 5,905 240.4 64 5,841 愛知 55 宮城 25 奈良 8.8 愛媛 5.5 28

29 島根 77.6 愛媛 84.6 岐　阜 853.7 兵　庫 10.1 石　川 35.6 和歌山 109.5 福島 4,979 山形 1,106 岐阜 147 茨城 25 兵庫 7.6 岡山 4.1 長野 3,927 178.4 山形 512 28.1 滋賀 3,199 236.3 53 3,146 滋賀 55 福島 25 福井 8.8 山形 5.4 29

30 北海道 77.6 福岡 84.6 石　川 851.2 ★全　国 10 静　岡 35.4 石　川 109.4 和歌山 4,962 群馬 1,079 ★全国 146 栃木 24 広島 7.6 福岡 4.1 富山 1,961 175.3 青森 690 27.7 長野 5,170 234.9 56 5,114 徳島 55 京都 25 群馬 8.7 千葉 5.4 30

31 鳥取 77.4 山口 84.6 栃　木 844.4 東　京 10 ★全　国 35.2 香　川 108.2 岩手 4,954 新潟 1,075 長野 146 宮城 21 岩手 7.5 広島 4.1 福島 3,703 175.0 兵庫 2,586 27.4 福岡 11,746 234.4 85 11,661 愛媛 55 広島 24 千葉 8.7 富山 5.3 31

32 宮崎 77.4 三重 84.5 北海道 840.8 和歌山 10 佐　賀 35 静　岡 108.1 静岡 4,925 大阪 1,025 滋賀 139 滋賀 21 福井 7.4 千葉 4.0 茨城 5,231 174.8 富山 534 27.3 岐阜 4,772 226.5 65 4,707 長野 54 千葉 22 静岡 8.7 東京 5.3 32

33 愛媛 77.3 徳島 84.5 茨　城 825.2 長　野 9.9 熊　本 34.1 岐　阜 107.4 福井 4,872 山梨 1,024 群馬 138 鳥取 21 愛媛 7.4 佐賀 4.0 兵庫 9,705 174.3 滋賀 549 27.2 広島 6,480 225.8 45 6,435 福井 51 兵庫 22 宮城 8.7 山口 5.3 33

34 福島 77.2 岩手 84.5 福　岡 818.8 岐　阜 9.9 岐　阜 33.5 ★全　国 102.3 京都 4,870 兵庫 1,012 山口 138 沖縄 21 神奈川 7.3 福島 3.9 三重 3,231 173.9 愛媛 747 27.1 栃木 4,431 220.8 46 4,385 東京 50 山形 21 愛媛 8.6 岩手 5.2 34

35 茨城 77.2 千葉 84.4 ★全　国 815.2 福　岡 9.8 滋　賀 33.5 北海道 100.7 三重 4,801 栃木 972 石川 137 東京 20 和歌山 7.1 富山 3.8 岩手 2,421 172.3 鳥取 296 27.0 富山 2,456 219.5 18 2,438 神奈川 50 岩手 20 埼玉 8.4 神奈川 5.2 35

36 徳島 77.2 東京 84.4 京　都 813.9 宮　城 9.6 奈　良 33.5 広　島 98.1 鳥取 4,741 三重 972 静岡 137 山梨 20 熊本 7.0 香川 3.8 新潟 4,163 169.5 秋田 442 26.0 福島 4,579 216.4 47 4,532 北海道 49 埼玉 20 福島 8.4 香川 5.2 36

37 福岡 77.2 群馬 84.4 兵　庫 807.8 広　島 9.6 広　島 33.3 京　都 92.8 栃木 4,647 長野 966 長崎 137 三重 20 長崎 7.0 和歌山 3.7 福井 1,397 169.4 大分 747 26.0 茨城 6,347 212.1 62 6,285 埼玉 48 新潟 20 大分 8.3 長崎 5.1 37

38 長崎 77.2 岐阜 84.3 静　岡 800.2 宮　崎 9.5 群　馬 32.1 福　岡 91.7 愛知 4,638 奈良 943 福島 135 新潟 19 奈良 6.9 埼玉 3.7 青森 2,495 168.7 徳島 507 25.9 兵庫 10,572 189.9 122 10,450 三重 45 岐阜 20 滋賀 8.2 山梨 5.0 38

39 岩手 77.1 埼玉 84.3 宮　城 785.6 沖　縄 9.4 島　根 31.7 東　京 88.7 群馬 4,597 岐阜 938 愛知 135 岐阜 19 京都 6.8 山梨 3.7 奈良 2,419 168.1 鹿児島 1,046 25.9 岡山 3,679 188 23 3,656 広島 44 滋賀 20 島根 8.1 宮崎 4.9 39

40 栃木 77.1 兵庫 84.3 奈　良 781.7 大　阪 9.3 京　都 31.4 奈　良 87.9 長野 4,570 宮城 930 茨城 129 愛知 19 愛知 6.8 滋賀 3.6 埼玉 11,719 167.9 熊本 1,261 25.6 石川 2,198 187.1 13 2,185 福島 43 奈良 20 栃木 7.9 島根 4.8 40

41 大阪 77.0 和歌山 84.3 大　阪 753.0 奈　良 9.3 福　岡 31.3 兵　庫 87.6 千葉 4,528 茨城 918 福岡 125 奈良 19 新潟 6.7 熊本 3.3 神奈川 14,059 163.5 高知 431 25.4 埼玉 11,968 171.4 131 11,837 兵庫 41 茨城 19 神奈川 7.6 福井 4.7 41

42 和歌山 77.0 秋田 84.3 東　京 732.2 千　葉 8.9 千　葉 30.5 千　葉 87.3 奈良 4,499 東京 911 岩手 120 埼玉 18 宮崎 6.6 長野 3.3 千葉 9,752 162.5 香川 517 24.6 京都 4,302 167.7 28 4,274 大分 41 静岡 19 鳥取 7.2 群馬 4.6 42

43 山口 77.0 愛知 84.2 滋　賀 714.9 滋　賀 8.8 埼　玉 28.8 愛　知 84.9 埼玉 4,343 滋賀 909 埼玉 119 群馬 17 宮城 6.5 山形 3.2 滋賀 2,194 162.1 岩手 593 24.6 静岡 6,097 161.6 112 5,985 京都 39 福井 18 長野 7.0 沖縄 4.6 43

44 鹿児島 77.0 福島 84.1 愛　知 700.9 京　都 8.6 沖　縄 28.7 埼　玉 83.4 神奈川 4,251 静岡 880 新潟 119 千葉 17 岐阜 6.4 長崎 3.0 岐阜 3,403 161.5 岡山 887 23.8 宮城 3,692 157.1 30 3,662 鳥取 39 東京 17 沖縄 6.5 佐賀 4.6 44

45 高知 76.9 茨城 84.1 千　葉 697.9 埼　玉 8.5 神奈川 28.1 滋　賀 81.4 滋賀 4,092 愛知 866 神奈川 114 神奈川 16 鹿児島 6.0 宮崎 3.0 宮城 3,749 159.5 長崎 708 23.4 大阪 13,343 154.2 188 13,155 島根 38 長野 17 新潟 6.2 栃木 4.4 45

46 佐賀 76.9 栃木 84.0 埼　玉 645.7 長　崎 8.3 愛　知 27.6 神奈川 79.6 山梨 3,994 埼玉 768 千葉 112 静岡 16 滋賀 5.6 島根 2.8 島根 1,179 156.7 新潟 900 22.6 千葉 8,170 136.1 107 8,063 岩手 37 神奈川 15 佐賀 5.7 新潟 4.2 46

47 秋田 76.8 大阪 84.0 神奈川 643.5 愛　知 7.7 大　阪 27.1 大　阪 74.1 茨城 3,822 神奈川 759 東京 108 山形 14 長野 5.6 鳥取 2.6 秋田 1,801 153.4 島根 238 21.0 愛知 7,208 102.6 89 7,119 山梨 32 愛知 14 富山 5.7 長野 3.6 47

48 青森 75.7 青森 83.5 沖　縄 636.8 神奈川 7.1 東　京 26 沖　縄 67 沖縄 3,267 千葉 742 沖縄 77 長野 13 島根 4.2 高知 1.8 山形 1,840 150.1 宮崎 603 20.8 神奈川 6,220 72.3 55 6,165 奈良 31 山梨 11 石川 5.3 石川 3.2 48
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様式４－４　都道府県別食品摂取量等（平成７～１１年　国民栄養調査結果より）

1 東京都 118 奈良県 53 岩手県 97 青森県 138 沖縄県 101 埼玉県 113 福島県 259 福井県 92 秋田県 151 福井県 209 兵庫県 8,772 神奈川県 162.1 沖縄県 60.9 沖縄県 24.3

2 島根県 117 愛媛県 53 山形県 96 秋田県 134 大分県 95 千葉県 112 秋田県 257 富山県 90 徳島県 143 佐賀県 204 神奈川県 8,702 福井県 162.0 徳島県 60.4 青森県 23.4

3 宮城県 115 島根県 50 秋田県 93 鳥取県 126 福岡県 95 群馬県 112 山形県 256 福島県 78 愛媛県 139 岩手県 204 奈良県 8,608 大阪府 161.6 宮城県 60.1 大分県 23.4

4 神奈川県 114 大阪府 48 鹿児島県 91 島根県 124 大阪府 94 福島県 112 山梨県 254 山梨県 78 山形県 138 滋賀県 201 東京都 8,390 奈良県 161.6 山形県 60.0 秋田県 23.3

5 京都府 114 徳島県 48 福井県 88 北海道 122 和歌山県 92 東京都 109 岩手県 251 徳島県 76 茨城県 134 岐阜県 200 静岡県 8,389 東京都 161.4 栃木県 59.9 徳島県 23.3

6 兵庫県 113 広島県 48 宮崎県 85 宮城県 120 徳島県 91 宮城県 109 長野県 235 群馬県 75 富山県 133 島根県 199 千葉県 8,317 千葉県 161.3 大分県 59.8 長崎県 23.3

7 長野県 113 佐賀県 48 島根県 84 愛媛県 117 奈良県 91 京都府 107 群馬県 232 長崎県 75 静岡県 133 熊本県 198 富山県 8,304 和歌山県 161.3 北海道 59.7 宮崎県 23.3

8 富山県 112 兵庫県 47 徳島県 84 長崎県 115 兵庫県 90 島根県 106 新潟県 230 茨城県 73 福島県 128 山形県 197 愛知県 8,303 埼玉県 161.2 青森県 59.7 北海道 23.2

9 群馬県 112 鳥取県 47 宮城県 84 茨城県 114 神奈川県 89 神奈川県 105 茨城県 229 大分県 72 神奈川県 126 青森県 195 三重県 8,295 新潟県 161.2 福井県 59.7 山形県 23.2

10 静岡県 111 鹿児島県 47 富山県 82 富山県 113 宮崎県 89 茨城県 103 栃木県 226 熊本県 72 岡山県 126 富山県 193 石川県 8,185 兵庫県 161.2 茨城県 59.6 茨城県 23.2

11 栃木県 111 滋賀県 47 熊本県 82 大分県 111 広島県 87 滋賀県 102 福井県 226 岩手県 71 岩手県 126 宮崎県 192 大分県 8,092 栃木県 161.1 奈良県 59.6 岩手県 23.1

12 三重県 109 長野県 46 青森県 82 京都府 111 東京都 87 栃木県 101 埼玉県 225 埼玉県 71 群馬県 125 静岡県 190 福岡県 8,055 長野県 161.0 千葉県 59.5 宮城県 23.1

13 岩手県 109 山形県 46 鳥取県 81 山形県 110 滋賀県 86 静岡県 100 富山県 224 岐阜県 71 熊本県 125 岡山県 190 大阪府 8,039 宮城県 160.9 新潟県 59.3 鳥取県 23.1

14 鳥取県 109 山口県 45 大分県 81 静岡県 110 長崎県 85 熊本県 99 宮城県 223 広島県 71 高知県 124 茨城県 190 広島県 8,032 群馬県 160.9 鳥取県 59.3 福島県 23.0

15 千葉県 107 愛知県 45 茨城県 81 滋賀県 110 京都府 85 山梨県 99 青森県 222 千葉県 70 青森県 124 長崎県 188 香川県 8,023 広島県 160.9 秋田県 59.2 栃木県 23.0

16 石川県 107 三重県 44 岐阜県 80 山口県 110 長野県 85 岩手県 99 岐阜県 221 愛媛県 70 香川県 123 新潟県 186 埼玉県 7,964 徳島県 160.9 長野県 59.2 山梨県 23.0

17 山口県 106 岐阜県 44 福島県 80 山梨県 110 愛知県 85 徳島県 97 千葉県 218 新潟県 69 宮城県 122 大分県 186 山口県 7,948 石川県 160.7 群馬県 59.1 島根県 23.0

18 熊本県 106 高知県 44 長野県 79 岩手県 108 鹿児島県 85 長野県 97 大分県 218 静岡県 69 埼玉県 122 三重県 185 熊本県 7,948 京都府 160.7 神奈川県 59.1 香川県 23.0

19 青森県 106 静岡県 43 静岡県 79 佐賀県 108 千葉県 84 奈良県 96 宮崎県 218 秋田県 68 山梨県 120 奈良県 184 愛媛県 7,937 富山県 160.6 富山県 59.1 高知県 23.0

20 大阪府 105 岡山県 43 香川県 79 石川県 108 熊本県 83 山形県 96 鳥取県 217 栃木県 67 長野県 120 栃木県 184 長野県 7,917 滋賀県 160.6 和歌山県 59.1 佐賀県 22.9

21 埼玉県 105 福岡県 43 栃木県 79 新潟県 107 愛媛県 82 秋田県 96 徳島県 216 宮城県 67 千葉県 119 秋田県 184 滋賀県 7,877 山形県 160.5 岩手県 59.0 熊本県 22.9

22 福島県 105 宮崎県 43 佐賀県 77 ★全国 107 山梨県 82 鳥取県 96 滋賀県 212 和歌山県 67 愛知県 119 和歌山県 182 栃木県 7,856 愛知県 160.4 兵庫県 59.0 ★全国 22.9

23 愛知県 104 大分県 43 群馬県 77 高知県 105 埼玉県 81 兵庫県 95 岡山県 211 兵庫県 67 東京都 118 長野県 182 茨城県 7,848 三重県 160.3 香川県 58.9 群馬県 22.8

24 新潟県 104 ★全国 43 石川県 76 徳島県 104 福井県 81 愛知県 95 ★全国 211 ★全国 67 鳥取県 117 ★全国 182 宮崎県 7,789 静岡県 160.2 ★全国 58.9 千葉県 22.8

25 徳島県 104 宮城県 42 ★全国 76 栃木県 104 ★全国 81 愛媛県 95 鹿児島県 210 山形県 66 栃木県 117 鹿児島県 182 宮城県 7,788 ★全国 160.2 福島県 58.8 富山県 22.8

26 奈良県 103 神奈川県 42 滋賀県 75 群馬県 104 山口県 80 ★全国 95 静岡県 207 石川県 66 ★全国 116 石川県 182 群馬県 7,749 北海道 160.0 大阪府 58.8 長野県 22.8

27 秋田県 103 京都府 42 埼玉県 75 三重県 104 香川県 80 大阪府 94 神奈川県 206 愛知県 66 三重県 114 北海道 181 京都府 7,743 茨城県 160.0 埼玉県 58.7 山口県 22.8

28 広島県 102 福島県 42 山口県 74 岡山県 103 山形県 79 新潟県 94 石川県 206 三重県 66 広島県 113 福島県 180 岐阜県 7,735 鳥取県 160.0 石川県 58.7 新潟県 22.7

29 山梨県 101 新潟県 42 福岡県 74 福島県 102 佐賀県 78 岡山県 93 東京都 203 鳥取県 65 山口県 112 愛媛県 179 佐賀県 7,720 岡山県 160.0 東京都T 58.6 石川県 22.7

30 ★全国 101 秋田県 42 長崎県 74 香川県 102 石川県 78 広島県 92 北海道 203 鹿児島県 65 宮崎県 112 徳島県 178 ★全国 7,702 福岡県 160.0 山梨県 58.6 福井県 22.7

31 山形県 100 茨城県 42 広島県 73 埼玉県 102 三重県 77 岐阜県 92 京都府 202 福岡県 65 兵庫県 112 群馬県 177 福井県 7,598 岐阜県 159.9 島根県 58.6 奈良県 22.7

32 鹿児島県 99 北海道 42 山梨県 73 大阪府 102 岐阜県 77 高知県 92 島根県 200 長野県 63 滋賀県 112 鳥取県 176 鹿児島県 7,549 岩手県 159.7 京都府 58.5 岡山県 22.7

33 茨城県 98 香川県 42 愛媛県 72 熊本県 101 青森県 76 福岡県 91 愛媛県 200 神奈川県 63 新潟県 111 山口県 175 新潟県 7,526 愛媛県 159.7 広島県 58.5 愛媛県 22.7

34 北海道 98 長崎県 42 千葉県 71 岐阜県 101 北海道 76 鹿児島県 91 広島県 200 島根県 63 北海道 110 福岡県 175 山形県 7,517 大分県 159.7 長崎県 58.4 鹿児島県 22.7

35 香川県 95 福井県 42 高知県 69 長野県 101 静岡県 76 石川県 90 長崎県 197 大阪府 63 大阪府 110 京都府 175 島根県 7,515 青森県 159.6 滋賀県 58.2 岐阜県 22.6

36 岡山県 94 岩手県 41 岡山県 69 福岡県 101 群馬県 76 沖縄県 89 山口県 195 宮崎県 62 石川県 110 宮城県 174 長崎県 7,302 福島県 159.6 岡山県 58.2 京都府 22.6

37 愛媛県 92 沖縄県 41 神奈川県 69 愛知県 100 宮城県 75 福井県 89 愛知県 194 滋賀県 62 長崎県 109 香川県 174 岡山県 7,291 島根県 159.6 静岡県 58.1 兵庫県 22.6

38 長崎県 92 富山県 40 愛知県 68 和歌山県 100 新潟県 75 香川県 89 熊本県 192 東京都 62 鹿児島県 109 高知県 173 沖縄県 7,232 香川県 159.6 愛媛県 58.1 和歌山県 22.6

39 福岡県 90 栃木県 40 新潟県 68 鹿児島県 99 秋田県 74 佐賀県 88 佐賀県 192 北海道 62 福井県 106 広島県 172 徳島県 7,199 山梨県 159.4 福岡県 58.1 広島県 22.6

40 岐阜県 87 熊本県 40 東京都 68 福井県 99 栃木県 74 富山県 87 大阪府 188 京都府 61 京都府 106 山梨県 170 岩手県 7,089 秋田県 159.1 愛知県 58.0 福岡県 22.6

41 高知県 87 青森県 40 北海道 67 千葉県 99 岡山県 74 和歌山県 86 和歌山県 188 高知県 61 岐阜県 105 大阪府 170 青森県 6,950 鹿児島県 159.1 高知県 58.0 埼玉県 22.5

42 福井県 85 山梨県 40 大阪府 66 神奈川県 99 福島県 74 長崎県 86 三重県 188 岡山県 60 奈良県 104 千葉県 169 高知県 6,931 熊本県 159.0 熊本県 58.0 静岡県 22.5

43 沖縄県 85 千葉県 39 奈良県 65 兵庫県 98 茨城県 73 北海道 85 兵庫県 187 奈良県 60 福岡県 101 兵庫県 166 和歌山県 6,924 佐賀県 158.9 宮崎県 58.0 愛知県 22.5

44 滋賀県 84 石川県 39 兵庫県 65 宮崎県 97 鳥取県 71 三重県 84 福岡県 185 香川県 59 島根県 96 埼玉県 166 福島県 6,911 山口県 158.8 佐賀県 57.9 滋賀県 22.5

45 宮崎県 84 和歌山県 39 三重県 64 広島県 97 高知県 69 山口県 83 香川県 177 佐賀県 58 和歌山県 93 沖縄県 166 山梨県 6,834 高知県 158.6 岐阜県 57.8 東京都 22.4

46 和歌山県 84 東京都 38 京都府 63 奈良県 96 富山県 66 大分県 80 奈良県 175 青森県 55 佐賀県 91 愛知県 165 北海道 6,758 長崎県 158.2 鹿児島県 57.8 神奈川県 22.4

47 佐賀県 81 埼玉県 38 沖縄県 62 東京都 95 岩手県 64 宮崎県 79 高知県 171 山口県 54 大分県 90 神奈川県 162 鳥取県 6,441 沖縄県 158.1 山口県 57.6 大阪府 22.4

48 大分県 72 群馬県 37 和歌山県 59 沖縄県 78 島根県 58 青森県 79 沖縄県 160 沖縄県 38 沖縄県 72 東京都 156 秋田県 6,119 宮崎県 157.6 三重県 57.5 三重県 22.3

魚介類 肉類 緑黄色野菜類牛乳・乳製品 卵類 豆類

出典：厚生科学研究費補助金「国民栄養調査データを活用した都道府県別栄養関連指標の検討」吉池信男

その他の野菜類 いも類 果実類 米類 歩数 身長 体重 肥満
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様式４－５　都道府県別栄養素摂取量（平成７～１１年　国民栄養調査結果より）

1 奈良県 2,143 岩手県 56.2 秋田県 16.8 沖縄県 57.3 沖縄県 29.4 滋賀県 291 山形県 87 青森県 49 奈良県 64 兵庫県 32 山梨県 586 山形県 13 千葉県 3,080 福島県 1.29 山形県 1.54 福島県 151 山形県 15.4

2 山形県 2,111 岐阜県 56.1 山梨県 16.7 青森県 57.0 兵庫県 28.2 茨城県 291 山梨県 86 山梨県 47 兵庫県 64 大阪府 32 奈良県 584 秋田県 12.8 埼玉県 3,065 群馬県 1.28 秋田県 1.52 秋田県 150 福島県 15.2

3 兵庫県 2,105 福井県 55.9 青森県 16.7 大分県 56.0 大阪府 28.0 岐阜県 291 秋田県 86 秋田県 47 大阪府 63 奈良県 31 宮城県 583 宮城県 12.7 群馬県 3,044 静岡県 1.27 宮城県 1.50 山形県 146 秋田県 15.0

4 滋賀県 2,101 岡山県 55.9 大分県 16.7 大阪府 56.0 神奈川県 27.8 富山県 290 宮城県 86 愛媛県 47 神奈川県 63 神奈川県 31 京都府 581 山梨県 12.5 沖縄県 3,025 長野県 1.26 長野県 1.48 徳島県 143 群馬県 14.8

5 茨城県 2,097 高知県 55.9 山形県 16.5 長崎県 55.4 東京都 27.8 山形県 290 青森県 86 大阪府 47 宮城県 62 京都府 31 富山県 579 福島県 12.5 山梨県 3,012 茨城県 1.26 岩手県 1.48 茨城県 141 長野県 14.7

6 愛媛県 2,097 富山県 55.8 宮城県 16.5 愛媛県 55.3 奈良県 27.8 岩手県 290 奈良県 85 大分県 47 愛知県 62 福岡県 31 福島県 579 群馬県 12.4 長野県 2,966 山梨県 1.25 福島県 1.47 群馬県 141 宮城県 14.6

7 佐賀県 2,093 島根県 55.6 北海道 16.4 福岡県 54.9 愛知県 27.6 福井県 289 愛媛県 85 宮城県 46 東京都 62 沖縄県 31 秋田県 578 茨城県 12.4 宮城県 2,942 宮城県 1.25 鳥取県 1.47 栃木県 138 青森県 14.4

8 大阪府 2,092 茨城県 55.5 鳥取県 16.4 和歌山県 54.9 福岡県 27.5 熊本県 289 長野県 85 奈良県 46 長野県 61 徳島県 31 長野県 577 岐阜県 12.4 福島県 2,917 栃木県 1.25 愛媛県 1.46 埼玉県 138 茨城県 14.3

9 宮城県 2,090 長崎県 55.5 高知県 16.3 兵庫県 54.9 京都府 27.4 佐賀県 288 滋賀県 84 長野県 46 京都府 61 宮城県 30 山形県 576 長野県 12.3 栃木県 2,899 山形県 1.25 茨城県 1.45 千葉県 138 栃木県 14.1

10 静岡県 2,087 滋賀県 55.4 長崎県 16.3 北海道 54.8 千葉県 27.2 群馬県 288 茨城県 84 滋賀県 46 福岡県 61 愛知県 30 群馬県 573 島根県 12.3 山形県 2,841 神奈川県 1.25 青森県 1.45 山梨県 137 岩手県 14.1

11 群馬県 2,087 熊本県 55.4 長野県 16.3 鳥取県 54.8 山口県 27.1 奈良県 287 徳島県 84 徳島県 46 静岡県 61 東京都 30 島根県 572 鳥取県 12.3 茨城県 2,841 千葉県 1.24 京都府 1.45 愛媛県 136 北海道 14.1

12 熊本県 2,085 三重県 55.4 沖縄県 16.3 徳島県 54.8 埼玉県 27.1 徳島県 287 北海道 84 北海道 46 千葉県 61 長野県 30 岩手県 571 愛媛県 12.3 岩手県 2,831 岩手県 1.24 栃木県 1.44 新潟県 136 埼玉県 14.0

13 栃木県 2,084 福島県 55.3 島根県 16.2 京都府 54.8 宮城県 27.0 岡山県 286 京都府 84 京都府 46 栃木県 61 静岡県 30 静岡県 570 埼玉県 12.3 東京都 2,822 新潟県 1.24 神奈川県 1.44 宮城県 135 山梨県 14.0

14 長野県 2,084 群馬県 55.2 三重県 16.2 滋賀県 54.8 鹿児島県 26.9 静岡県 285 鳥取県 84 鳥取県 46 埼玉県 61 千葉県 30 鳥取県 569 滋賀県 12.3 徳島県 2,806 埼玉県 1.23 埼玉県 1.44 滋賀県 135 千葉県 13.9

15 新潟県 2,083 徳島県 55.2 福島県 16.2 秋田県 54.7 広島県 26.9 栃木県 285 大阪府 84 長崎県 46 愛媛県 60 埼玉県 30 福井県 569 京都府 12.2 神奈川県 2,781 秋田県 1.23 群馬県 1.43 長野県 134 新潟県 13.9

16 徳島県 2,079 石川県 55.2 徳島県 16.2 山梨県 54.7 静岡県 26.9 愛媛県 285 大分県 84 山形県 45 山口県 60 山口県 30 徳島県 568 福井県 12.2 京都府 2,761 東京都 1.22 新潟県 1.43 岩手県 133 静岡県 13.9

17 千葉県 2,078 山形県 55.0 石川県 16.2 高知県 54.4 長野県 26.8 新潟県 284 岩手県 83 山口県 45 広島県 60 広島県 30 千葉県 565 徳島県 12.2 静岡県 2,711 鹿児島県 1.22 徳島県 1.43 富山県 132 滋賀県 13.7

18 富山県 2,077 佐賀県 55.0 愛媛県 16.2 三重県 54.3 栃木県 26.8 千葉県 283 熊本県 83 神奈川県 45 山梨県 59 和歌山県 30 愛媛県 564 千葉県 12.2 鳥取県 2,696 滋賀県 1.21 大阪府 1.43 福井県 132 岐阜県 13.7

19 岐阜県 2,075 秋田県 55.0 山口県 16.2 宮崎県 54.3 香川県 26.7 福島県 283 群馬県 83 和歌山県 45 滋賀県 59 北海道 30 埼玉県 563 栃木県 12.2 島根県 2,674 和歌山県 1.21 山梨県 1.42 静岡県 131 富山県 13.5

20 神奈川県 2,072 香川県 54.9 鹿児島県 16.2 山口県 54.2 大分県 26.6 長崎県 283 静岡県 83 兵庫県 45 和歌山県 59 青森県 30 栃木県 560 岩手県 12.1 ★全国 2,639 青森県 1.21 千葉県 1.42 鳥取県 130 愛媛県 13.4

21 福井県 2,069 栃木県 54.7 京都府 16.2 神奈川県 54.2 和歌山県 26.6 長野県 282 栃木県 83 福岡県 45 茨城県 59 愛媛県 29 神奈川県 559 静岡県 12.1 愛知県 2,635 愛媛県 1.20 鹿児島県 1.42 京都府 130 神奈川県 13.4

22 京都府 2,069 山梨県 54.7 岩手県 16.1 長野県 54.1 ★全国 26.5 山梨県 282 新潟県 83 ★全国 45 新潟県 59 山梨県 29 茨城県 558 広島県 12.1 新潟県 2,635 石川県 1.20 石川県 1.42 神奈川県 130 大分県 13.4

23 愛知県 2,069 静岡県 54.6 福岡県 16.1 香川県 53.8 佐賀県 26.4 石川県 282 千葉県 83 茨城県 44 群馬県 59 滋賀県 29 鹿児島県 557 奈良県 12.1 奈良県 2,613 福井県 1.20 奈良県 1.42 岐阜県 130 ★全国 13.4

24 広島県 2,065 和歌山県 54.6 大阪府 16.1 島根県 53.7 愛媛県 26.3 秋田県 282 福島県 83 熊本県 44 佐賀県 59 佐賀県 29 石川県 557 神奈川県 12.0 大阪府 2,604 北海道 1.20 島根県 1.42 東京都 129 鳥取県 13.3

25 山梨県 2,064 ★全国 54.6 ★全国 16.1 鹿児島県 53.7 三重県 26.3 宮城県 281 長崎県 83 静岡県 44 香川県 59 鳥取県 29 東京都 553 ★全国 12.0 兵庫県 2,587 富山県 1.20 北海道 1.41 広島県 127 島根県 13.3

26 岩手県 2,063 新潟県 54.5 茨城県 16.0 広島県 53.7 宮崎県 26.3 和歌山県 281 石川県 83 新潟県 44 沖縄県 59 鹿児島県 29 熊本県 551 愛知県 11.9 広島県 2,577 ★全国 1.20 広島県 1.41 岡山県 127 熊本県 13.3

27 埼玉県 2,063 千葉県 54.5 滋賀県 16.0 愛知県 53.7 新潟県 26.3 島根県 281 山口県 83 千葉県 44 ★全国 59 大分県 29 ★全国 551 佐賀県 11.9 愛媛県 2,564 京都府 1.19 兵庫県 1.41 ★全国 127 京都府 13.2

28 和歌山県 2,059 青森県 54.5 千葉県 16.0 ★全国 53.7 群馬県 26.3 ★全国 281 神奈川県 83 石川県 44 徳島県 58 三重県 29 新潟県 549 富山県 11.8 岡山県 2,563 徳島県 1.18 静岡県 1.40 島根県 126 愛知県 13.2

29 ★全国 2,059 北海道 54.5 神奈川県 16.0 宮城県 53.5 北海道 26.2 兵庫県 280 ★全国 83 島根県 44 北海道 58 宮崎県 29 広島県 548 鹿児島県 11.8 石川県 2,553 愛知県 1.18 東京都 1.40 愛知県 125 三重県 13.2

30 東京都 2,057 愛媛県 54.4 福井県 15.9 東京都 53.1 鳥取県 26.2 広島県 280 岐阜県 82 広島県 44 鳥取県 58 ★全国 29 長崎県 547 石川県 11.8 秋田県 2,532 奈良県 1.18 山口県 1.40 兵庫県 123 鹿児島県 13.2

31 青森県 2,056 広島県 54.2 熊本県 15.9 佐賀県 53.1 山梨県 26.2 香川県 280 富山県 82 愛知県 44 鹿児島県 58 栃木県 28 兵庫県 546 東京都 11.8 鹿児島県 2,532 熊本県 1.18 ★全国 1.40 熊本県 123 長崎県 13.2

32 北海道 2,055 鳥取県 54.2 群馬県 15.9 石川県 53.0 滋賀県 26.0 北海道 280 福井県 82 鹿児島県 44 富山県 58 茨城県 28 高知県 546 熊本県 11.8 福岡県 2,532 岐阜県 1.18 愛知県 1.39 三重県 122 東京都 13.1

33 秋田県 2,052 長野県 54.1 栃木県 15.9 千葉県 53.0 青森県 25.9 青森県 280 和歌山県 82 三重県 44 岐阜県 58 新潟県 28 三重県 545 長崎県 11.8 滋賀県 2,520 大阪府 1.17 熊本県 1.39 石川県 121 岡山県 13.1

34 山口県 2,052 埼玉県 54.1 静岡県 15.9 熊本県 53.0 岡山県 25.8 愛知県 279 島根県 82 宮崎県 44 福井県 58 群馬県 28 滋賀県 540 岡山県 11.8 長崎県 2,517 広島県 1.17 大分県 1.38 奈良県 121 石川県 13.1

35 福島県 2,047 山口県 54.0 和歌山県 15.9 静岡県 53.0 茨城県 25.8 埼玉県 279 兵庫県 82 群馬県 43 青森県 57 香川県 28 大阪府 538 福岡県 11.8 和歌山県 2,505 福岡県 1.17 滋賀県 1.37 香川県 121 佐賀県 13.0

36 岡山県 2,046 愛知県 53.9 新潟県 15.9 新潟県 53.0 富山県 25.8 京都府 278 広島県 82 栃木県 43 大分県 57 富山県 28 愛知県 537 新潟県 11.7 佐賀県 2,471 大分県 1.17 富山県 1.37 大阪府 120 広島県 12.9

37 石川県 2,044 鹿児島県 53.9 広島県 15.9 奈良県 53.0 徳島県 25.7 山口県 277 愛知県 82 福島県 43 山形県 57 福井県 28 岐阜県 537 兵庫県 11.7 熊本県 2,435 鳥取県 1.16 岐阜県 1.37 宮崎県 120 福岡県 12.9

38 鳥取県 2,044 宮城県 53.8 埼玉県 15.9 岡山県 52.5 福島県 25.7 三重県 277 埼玉県 82 富山県 43 熊本県 57 山形県 28 岡山県 537 三重県 11.7 福井県 2,429 兵庫県 1.16 福岡県 1.37 鹿児島県 119 山口県 12.9

39 福岡県 2,042 京都府 53.7 愛知県 15.9 茨城県 52.4 長崎県 25.6 鳥取県 277 福岡県 82 埼玉県 43 三重県 57 熊本県 28 宮崎県 531 大阪府 11.7 三重県 2,426 長崎県 1.16 福井県 1.36 長崎県 119 福井県 12.8

40 香川県 2,041 奈良県 53.6 奈良県 15.9 埼玉県 52.4 石川県 25.6 大阪府 276 鹿児島県 82 佐賀県 43 宮崎県 57 福島県 28 青森県 528 大分県 11.7 岐阜県 2,423 佐賀県 1.16 岡山県 1.36 高知県 116 高知県 12.8

41 長崎県 2,040 宮崎県 53.6 宮崎県 15.9 富山県 52.4 岐阜県 25.6 神奈川県 276 佐賀県 81 東京都 43 福島県 57 長崎県 28 山口県 525 山口県 11.5 香川県 2,400 山口県 1.15 佐賀県 1.35 佐賀県 115 兵庫県 12.7

42 宮崎県 2,036 東京都 53.5 岐阜県 15.8 福島県 51.8 福井県 25.6 東京都 275 三重県 81 香川県 43 岡山県 57 石川県 28 福岡県 522 香川県 11.5 高知県 2,384 宮崎県 1.15 宮崎県 1.35 福岡県 113 和歌山県 12.7

43 島根県 2,021 大分県 53.4 富山県 15.8 群馬県 51.8 熊本県 25.5 宮崎県 273 東京都 81 高知県 43 長崎県 56 秋田県 28 佐賀県 522 青森県 11.4 山口県 2,375 香川県 1.13 香川県 1.35 北海道 112 徳島県 12.6

44 鹿児島県 2,020 神奈川県 53.3 東京都 15.8 栃木県 51.8 山形県 25.1 福岡県 272 宮崎県 81 沖縄県 43 石川県 56 岐阜県 27 香川県 520 高知県 11.3 北海道 2,344 三重県 1.12 和歌山県 1.34 山口県 112 奈良県 12.5

45 大分県 2,006 福岡県 53.3 香川県 15.7 山形県 51.7 高知県 24.9 鹿児島県 272 岡山県 80 岩手県 42 秋田県 55 岡山県 27 北海道 519 宮崎県 11.3 青森県 2,327 岡山県 1.11 長崎県 1.34 青森県 110 大阪府 12.5

46 三重県 1,999 兵庫県 53.2 岡山県 15.6 岐阜県 51.2 島根県 24.8 高知県 271 香川県 80 岐阜県 42 島根県 54 島根県 27 大分県 505 北海道 11.3 富山県 2,314 島根県 1.09 三重県 1.34 大分県 110 宮崎県 12.4

47 高知県 1,940 大阪府 52.8 兵庫県 15.6 岩手県 50.6 秋田県 24.7 大分県 268 高知県 79 岡山県 42 岩手県 54 岩手県 27 和歌山県 490 和歌山県 11.3 大分県 2,309 高知県 1.09 高知県 1.30 和歌山県 107 香川県 11.9

48 沖縄県 1,843 沖縄県 51.9 佐賀県 15.5 福井県 50.0 岩手県 24.5 沖縄県 239 沖縄県 75 福井県 41 高知県 52 高知県 26 沖縄県 446 沖縄県 10.2 宮崎県 2,228 沖縄県 1.08 沖縄県 1.22 沖縄県 94 沖縄県 9.7

動物性たんぱく質比 脂肪エネルギー比 炭水化物　（ｇ/日）　　エネルギー　　Ｋｃａｌ 炭水化物エネルギー比 たんぱくエネルギー比

　　出典：厚生科学研究費補助金「国民栄養調査データを活用した都道府県別栄養関連指標の検討」吉池信男

☆ ☆ ☆

脂  質（ｇ/日） うち動物性　（ｇ/日） カルシウム（ｍｇ/日） ビタミンＣ（ｍｇ/日） ビタミンＡ　（ＩＵ/日） ビタミンＢ１（ｍｇ/日） 食 　塩（ｇ/日）鉄　　　分　（ｍｇ/日）たんぱく質　（ｇ/日） うち動物性　（ｇ/日） ビタミンＢ２（ｍｇ/日） 
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様式４－６　健診有所見及び受診率の県別比較、医療保険者別比較
週間保健衛生ニュース1300号(H17.3.28）

1 宮崎　＊ 45.9 奈良　＊ 40.2 熊本 29.3 熊本 30.0 富山　＊ 33.1 大分 26.2 富山　＊ 36.5 宮崎 44.8 徳島　＊ 33.8 富山　＊ 25.9 奈良　＊ 77.7 奈良　＊ 79.9 奈良　＊ 182.5 奈良　＊ 193.0 沖縄 46.9 沖縄 47.9 沖縄 45.1 1

2 沖縄 43.1 沖縄　＊ 39.7 岩手　＊ 28.4 香川 28.6 島根　＊ 27.5 熊本 23.6 石川 34.4 富山　＊ 40.1 宮崎　＊ 30.6 奈良　＊ 22.9 島根　＊ 52.4 富山　＊ 49.6 島根　＊ 182.5 富山　＊ 174.4 高知 46.0 高知 46.7 大分 44.2 2

3 佐賀　＊ 38.9 石川 38.2 徳島　＊ 24.7 佐賀　＊ 25.8 大分 26.9 福井 23.2 大分 32.6 石川 37.0 富山　＊ 27.3 島根　＊ 22.9 富山　＊ 43.8 島根　＊ 47.5 富山　＊ 171.5 島根　＊ 169.8 三重 44.6 大分 45.6 高知 44.1 3

4 奈良　＊ 35.3 島根　＊ 35.4 鹿児島＊ 24.5 愛媛 21.4 長崎　＊ 25.0 佐賀　＊ 22.6 愛知 32.6 大分 36.4 奈良　＊ 25.8 熊本 22.2 佐賀　＊ 38.3 沖縄　＊ 45.3 沖縄 153.7 沖縄　＊ 164.0 大分 44.0 三重 45.3 三重 43.9 4

5 石川 34.4 鳥取　＊ 33.8 佐賀　＊ 23.5 長野 21.0 沖縄 23.7 鹿児島　＊ 22.6 和歌山＊ 30.3 新潟 33.4 熊本 23.0 宮崎 21.6 宮城 37.5 愛媛 36.0 熊本 152.1 香川 162.6 宮城 43.4 島根 43.4 宮城 43.7 5

6 島根　＊ 33.3 香川 33.2 群馬 20.9 鹿児島＊ 20.0 香川 23.1 長崎　＊ 21.8 千葉 30.2 岐阜 33.4 島根　＊ 22.7 香川 20.6 広島 37.3 愛知 33.7 徳島　＊ 147.1 佐賀　＊ 150.5 山梨 42.8 宮城 42.7 新潟 43.4 6

7 徳島　＊ 33.2 宮崎 30.5 長野 20.5 高知 19.5 熊本 21.7 富山　＊ 21.6 新潟 29.8 佐賀　＊ 31.2 岩手　＊ 21.1 栃木 20.0 福岡 35.7 宮城 33.4 石川 142.8 石川 149.8 熊本 40.6 山梨 42.5 山梨 42.5 7

8 鳥取　＊ 31.1 岩手　＊ 28.7 富山　＊ 18.6 群馬 18.8 和歌山　＊ 19.6 島根　＊ 21.6 静岡 29.2 愛知 31.0 鹿児島＊ 20.5 沖縄　＊ 19.2 岩手　＊ 34.2 青森 33.1 宮崎　＊ 142.1 熊本 145.1 新潟 40.3 新潟 42.2 島根 42.5 8

9 長野 31.0 佐賀　＊ 28.0 愛媛 18.5 石川 16.9 徳島　＊ 19.2 秋田 20.3 兵庫 29.1 和歌山　＊ 30.2 愛知 20.2 徳島　＊ 18.3 兵庫 33.7 群馬 33.0 岩手　＊ 139.1 宮崎 140.4 島根 40.0 熊本 41.7 熊本 42.1 9

10 香川 27.8 静岡 27.6 高知 18.4 島根　＊ 15.9 宮城 17.7 山梨 20.0 島根　＊ 29.0 鹿児島　＊ 29.4 栃木 19.7 佐賀　＊ 18.3 熊本 33.2 福島 32.3 群馬 138.0 新潟 139.0 宮崎 38.4 滋賀 39.5 滋賀 37.6 10

11 千葉 25.9 新潟 26.4 島根　＊ 17.6 兵庫 15.6 秋田 17.7 長野 19.7 大阪 28.7 大阪 29.2 群馬 19.4 群馬 17.5 滋賀 33.1 香川 32.3 佐賀　＊ 137.6 愛知 134.1 京都 38.3 山形 38.9 山形 37.4 11

12 滋賀 25.8 高知 25.6 山梨 16.9 栃木 15.4 山梨 17.4 和歌山　＊ 19.6 熊本 27.8 徳島　＊ 28.9 北海道 19.3 北海道 17.2 沖縄 32.9 千葉 32.2 宮城 135.9 群馬 130.7 滋賀 36.7 宮崎 38.7 京都 36.7 12

13 長崎　＊ 25.8 長崎　＊ 25.6 兵庫 16.8 大阪 15.2 高知 17.3 滋賀 19.4 福岡 27.1 香川 28.9 千葉 18.9 千葉 16.7 群馬 32.2 福岡 31.8 長崎　＊ 135.9 高知 130.1 佐賀 36.5 京都 37.7 佐賀 36.1 13

14 群馬 25.7 秋田 25.5 石川 16.3 大分 15.1 福井 16.9 香川 19.1 岐阜 27.0 三重 28.8 沖縄 18.7 長野 16.7 静岡 31.1 新潟 30.4 兵庫 134.1 福島 126.9 山形 36.0 佐賀 37.0 宮崎 36.1 14

15 茨城 25.5 千葉 25.5 香川 16.2 山口 14.5 群馬 16.3 高知 19.1 長崎　＊ 26.3 山口 28.6 宮城 18.4 和歌山＊ 16.5 千葉 30.2 広島 29.7 長野 130.9 長野 125.5 秋田 33.8 秋田 35.2 秋田 35.1 15

16 新潟 25.2 長野 25.4 京都 16.1 徳島　＊ 14.4 宮崎　＊ 16.2 新潟 19.0 京都 26.2 秋田 28.5 滋賀 18.3 鳥取　＊ 16.5 高知 29.5 滋賀 29.3 大分 129.6 秋田 123.8 富山 33.2 香川 34.9 福島 35.1 16

17 岐阜 25.2 三重 25.2 宮城 15.6 秋田 14.2 大阪 16.1 沖縄　＊ 18.8 山口 26.1 兵庫 28.5 石川 17.9 岩手　＊ 16.4 新潟 29.4 徳島　＊ 29.2 滋賀 129.5 和歌山＊ 123.2 福島 32.6 山口 34.4 富山 34.6 17

18 福島 25.1 富山　＊ 24.4 長崎　＊ 15.0 沖縄　＊ 14.0 兵庫 15.9 福島 18.7 広島 26.0 熊本 27.9 長崎　＊ 17.4 山口 16.4 鹿児島＊ 28.9 高知 29.1 千葉 128.7 徳島　＊ 123.1 香川 32.1 富山 34.2 広島 34.2 18

19 秋田 24.1 宮城 24.3 沖縄 14.5 福島 13.9 新潟 15.8 青森 17.9 福島 25.7 福島 27.4 和歌山＊ 17.3 三重 16.3 大分 28.7 山口 28.8 静岡 127.4 栃木 123.0 広島 31.7 広島 33.4 香川 33.3 19

20 静岡 23.4 茨城 24.3 奈良　＊ 13.4 京都 13.9 岐阜 15.7 愛知 17.7 滋賀 25.7 沖縄　＊ 26.6 静岡 17.1 新潟 16.0 青森 28.3 福井 28.0 広島 125.5 宮城 122.5 福岡 31.7 福島 33.3 山口 33.1 20

21 埼玉 23.3 愛知 23.9 大分 13.1 新潟 13.7 長野 15.6 群馬 16.3 宮城 25.6 島根　＊ 26.4 岐阜 16.7 宮城 15.6 福井 28.3 兵庫県 28.0 新潟 123.8 滋賀 122.5 山口 31.3 福岡 33.0 福岡 32.1 21

22 兵庫 22.2 滋賀 23.3 福島 12.6 滋賀 13.2 石川 15.3 三重 16.3 香川 25.4 福岡 26.0 山口 16.6 兵庫 15.4 長野 28.1 和歌山＊ 27.9 高知 122.4 千葉 121.2 愛媛 30.9 和歌山 32.9 青森 31.9 22

23 北海道 21.6 北海道 22.6 福岡 12.6 愛知 13.0 福島 15.3 石川 15.9 ★全国 24.9 静岡 25.1 兵庫 16.4 石川 15.1 愛媛 27.9 岡山 27.2 岐阜 122.2 大分 121.0 長崎 30.5 青森 32.4 神奈川 31.4 23

24 宮城 21.0 群馬 22.2 山口 12.4 富山　＊ 12.8 静岡 15.2 栃木 15.8 三重 24.6 ★全国 23.9 愛媛 16.4 愛知 14.9 岡山 27.8 石川 26.7 福岡 121.5 三重 120.0 青森 30.2 奈良 31.4 北海道 31.2 24

25 ★全国 20.3 栃木 22.0 広島 12.1 奈良　＊ 12.7 奈良　＊ 15.0 愛媛 15.4 群馬 23.5 栃木 23.7 大阪 16.1 高知 14.9 埼玉 27.5 秋田 26.3 鹿児島＊ 119.8 兵庫 119.4 石川 30.1 愛媛 31.1 奈良 31.1 25

26 広島 20.2 東京 21.7 大阪 12.1 宮城 12.2 青森 14.8 宮崎 15.4 高知 23.1 鳥取　＊ 23.5 広島 16.0 大阪 14.4 ★全国 26.6 栃木 26.2 香川 119.5 大阪 118.6 奈良 29.8 神奈川 30.9 愛媛 31.1 26

27 福岡 20.2 鹿児島＊ 21.6 滋賀 11.9 広島 12.2 滋賀 14.7 奈良　＊ 15.3 東京 22.1 宮城 23.4 長野 15.4 滋賀 14.3 長崎　＊ 26.4 大阪 26.2 和歌山＊ 118.7 鹿児島＊ 117.7 福井 29.7 北海道 30.8 和歌山 30.9 27

28 栃木 20.0 福島 21.1 ★全国 11.5 和歌山＊ 12.1 ★全国 14.0 大阪 15.1 岩手　＊ 22.0 千葉 23.1 ★全国 15.3 山梨 13.7 岐阜 26.4 大分 26.1 福島 116.0 山口 116.0 ★全国 29.7 長崎 30.7 石川 30.6 28

29 愛媛 19.8 福岡 20.6 静岡 11.4 岩手　＊ 11.9 千葉 14.0 鳥取　＊ 15.0 秋田 21.9 群馬 23.0 埼玉 14.8 岡山 13.7 山口 26.4 熊本 26.0 大阪 114.8 福岡 115.6 和歌山 29.3 ★全国 30.6 長崎 30.6 29

30 青森 19.6 広島 20.3 栃木 11.4 ★全国 11.8 広島 13.9 京都 14.7 埼玉 21.4 東京 22.9 高知 14.5 東京 13.6 栃木 26.1 岩手　＊ 25.2 愛媛 114.0 岩手　＊ 115.0 北海道 29.2 徳島 30.1 ★全国 30.2 30

31 岡山 19.6 徳島　＊ 20.3 岐阜 11.2 千葉 11.7 山形　＊ 13.7 岩手　＊ 14.3 神奈川 21.2 滋賀 22.9 京都 14.4 広島 13.6 秋田 26.1 佐賀　＊ 24.7 ★全国 112.7 鳥取　＊ 113.9 神奈川 29.2 石川 29.8 福井 30.0 31

32 高知 19.6 ★全国 20.3 和歌山＊ 10.9 福岡 11.7 埼玉 13.6 岡山 14.3 宮崎　＊ 21.1 京都 22.8 茨城 14.4 福島 13.5 大阪 25.8 ★全国 24.7 愛知 112.7 北海道 110.4 東京 28.4 岡山 29.4 岡山 29.9 32

33 東京 19.5 岡山 20.2 東京 10.8 福井 11.0 鳥取　＊ 13.6 静岡 14.2 北海道 21.1 北海道 22.1 福岡 14.3 福岡 13.1 福島 25.8 北海道 山口 112.1 広島 109.9 岡山 27.6 福井 28.9 徳島 28.0 33

34 山梨 19.0 青森 19.6 埼玉 10.0 山形　＊ 10.8 岩手　＊ 13.5 岐阜 14.0 栃木 21.0 高知 22.1 鳥取　＊ 14.2 ★全国 12.9 鳥取　＊ 25.2 宮崎 24.0 京都 110.8 静岡 109.7 岐阜 27.4 東京 28.6 茨城 27.6 34

35 京都 18.3 京都 19.5 新潟 9.9 東京 10.6 山口 13.3 ★全国 14.0 沖縄 20.7 山梨 22.0 東京 14.0 山形　＊ 12.7 宮崎　＊ 25.0 三重 23.9 埼玉 110.6 ★全国 107.7 徳島 27.4 愛知 28.0 岐阜 27.6 35

36 山口 17.2 岐阜 19.1 千葉 9.6 北海 10.5 東京 13.3 北海道 13.9 長野 20.3 奈良　＊ 22.0 新潟 13.6 茨城 12.5 和歌山＊ 24.8 長崎　＊ 23.8 栃木 109.4 岡山 105.8 長野 27.1 群馬 27.9 群馬 27.0 36

37 熊本 17.0 大阪 18.5 岡山 9.0 岡山 10.2 愛媛 13.0 兵庫 13.9 茨城 20.1 広島 21.5 神奈川 12.7 長崎　＊ 11.8 石川 24.6 長野 23.3 秋田 107.0 岐阜 105.3 群馬 26.6 千葉 27.6 東京 26.8 37

38 大分 16.6 兵庫 17.9 福井 9.0 茨城 10.1 京都 12.9 宮城 13.6 鹿児島＊ 19.6 神奈川 21.0 山梨 12.0 静岡 11.4 北海道 24.4 東京 22.9 鳥取　＊ 105.8 東京 104.7 千葉 26.6 岐阜 27.4 静岡 26.5 38

39 愛知 16.1 和歌山＊ 16.9 秋田 8.7 岐阜 10.1 鹿児島　＊ 12.7 東京 12.9 岡山 19.5 茨城 20.3 三重 11.8 京都 11.3 東京 24.3 神奈川 22.5 山梨 104.8 京都 103.4 愛知 26.4 長野 27.2 岩手 26.4 39

40 大阪 16.1 神奈川 16.6 愛知 8.7 三重 9.5 三重 12.6 山形　＊ 12.8 鳥取　＊ 19.3 岡山 20.3 大分 11.7 神奈川 10.7 愛知 23.0 静岡 22.5 東京 104.0 青森 103.3 静岡 26.0 茨城 26.3 愛知 26.3 40

41 和歌山＊　 15.8 熊本 15.5 山形　＊ 8.7 神奈川 9.0 愛知 12.2 広島 12.6 愛媛 18.5 長野 19.4 岡山 11.6 青森 9.5 京都 23.0 鹿児島＊ 22.0 茨城 102.9 長崎　＊ 102.0 兵庫 25.6 静岡 26.2 兵庫 26.0 41

42 三重 15.6 山口 15.4 茨城 8.6 山梨 9.0 茨城 11.9 福岡 12.4 福井 17.7 岩手　＊ 18.6 香川 11.4 秋田 9.0 山梨 22.5 茨城 21.9 北海道 101.9 茨城 101.5 茨城 25.0 岩手 25.9 千葉 25.8 42

43 神奈川 15.0 山形　＊ 15.1 神奈川 8.5 静岡 9.0 岡山 11.8 茨城 12.3 山梨 16.9 山形　＊ 17.5 福島 11.4 岐阜 8.9 茨城 22.4 京都 21.2 岡山 99.3 愛媛 99.9 岩手 23.9 兵庫 24.6 長野 25.8 43

44 鹿児島＊ 13.7 山梨 14.3 青森 8.0 鳥取　＊ 8.9 福岡 11.6 山口 12.3 徳島　＊ 15.7 福井 16.4 佐賀　＊ 10.7 愛媛 6.4 神奈川 21.9 岐阜 19.8 青森 91.7 福井 95.1 栃木 23.8 栃木 24.4 栃木 24.7 44

45 山形　＊ 13.4 愛媛 13.6 北海道 7.4 青森 8.8 栃木 11.2 徳島　＊ 12.1 佐賀　＊ 15.4 長崎　＊ 15.4 青森 9.1 福井 5.9 徳島　＊ 20.4 鳥取　＊ 16.2 福井 89.3 山梨 92.9 埼玉 23.1 埼玉 24.3 埼玉 24.4 45

46 富山　＊ 12.3 大分 12.9 三重 6.9 埼玉 4.1 佐賀　＊ 10.7 千葉 12.0 奈良　＊ 15.2 青森 14.5 秋田 8.5 埼玉 4.5 香川 15.5 山形　＊ 15.9 神奈川 88.5 神奈川 91.6 鳥取 21.1 鳥取 22.2 鳥取 21.7 46

47 福井 10.5 福井 10.5 宮崎　＊ 3.3 宮崎 4.1 神奈川 9.3 神奈川 11.8 青森 11.7 埼玉 8.9 福井 6.9 大分 4.4 三重 15.0 山梨 14.0 三重 86.5 山形　＊ 84.8 鹿児島 20.1 鹿児島 18.4 鹿児島 20.5 47

48 岩手　＊ 9.9 埼玉 9.0 鳥取　＊ 2.4 長崎　＊ 3.6 北海道 8.1 埼玉 4.5 山形　＊ 8.3 愛媛 7.0 山形　＊ 6.7 鹿児島＊ 2.1 山形　＊ 9.3 埼玉 9.1 山形　＊ 60.1 埼玉 40.1 大阪 17.0 大阪 17.4 大阪 17.0 48

（注）　受診者１０，０００人以下は　＊ 注）受診率＝健診受診者数／40歳以上の被保険者数

社団法人日本病院会　予防医学委員会報告（２００３年）より引用

                       肥満（％） 耐糖能異常（％） 高血圧（％） 高コレステロール（％） 高中性脂肪血（％） 肝機能異常（％） ６項目異常（％）

2001年

政管健保生活習慣病予防健診の受診率（％）
№

2001年 2003年 2001年 2003年 2001年 2003年 2001年 2003年 2003年 2001年 2003年 2001年 2003年 平成13年度 平成14年度 平成15年度

様
式
４
－
６
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健診・保健指導の効果を評価するレセプト分析(５月診療分）

保健指導による重症化予防、合併症予防の成果を確認する

様式5-1　透析患者の推移（患者数、医療費）　

昨年 今年 増減数 増減率

透析を受けて
いる患者数

患者医療費
（年間）

１年間の新規
透析患者数

患者医療費
（年間）

様式5-2　新規透析患者と健診・保健指導の関係

糖尿病 高血圧症 高脂血症 高尿酸血症 その他

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

様式5-3　虚血性心疾患の推移（患者数、医療費）

昨年 今年 増減数 増減率

虚血性心疾
患患者数

患者医療費
（年間）

１年間の新規
虚血性心疾
患患者数

患者医療費
（年間）

様式5-4　新規虚血性心疾患と健診・保健指導の関係

糖尿病 高血圧症 高脂血症 高尿酸血症 その他

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

生活習慣
病の原因
疾患を持
つ人の数

(再掲）

１年間の新規虚血性心
疾患患者数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

(再掲）生活習慣
病の原因
疾患を持
つ人の数

１年間の新規透析患者
数

様式５－１～４
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様式5-5　脳血管疾患（脳出血・脳梗塞）の推移（患者数、医療費）

昨年 今年 増減数 増減率

脳血管疾患患
者数

患者医療費
（年間）

１年間の新規
脳血管疾患患
者数

患者医療費
（年間）

様式5-6　新規脳血管疾患（脳出血・脳梗塞）患者数と健診・保健指導の関係

糖尿病 高血圧症 高脂血症 高尿酸血症 その他

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

今年

昨年

様式5-7　一昨年・昨年・今年生活習慣病と診断された患者の重症化

一昨年 昨年 今年
増減数(昨
年と今年の

比較）

増減率(昨
年と今年の

比較）

生活習慣病
患者数(総数）

糖尿病

高血圧症

高脂血症

高尿酸血症

様式5-8　一昨年・昨年生活習慣病と診断された人の健診・保健指導の状況

保健指導で合併症が出なかったことを確認しよう！

人工透析
糖尿病性網
膜症

糖尿病性神
経障害

動脈閉塞 大動脈疾患
虚血性心疾
患

脳血管疾患

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

一昨年・昨年生活習慣病と
診断された患者数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

計
合併症を有
する人の数

（再掲）

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

生活習慣病
の原因疾患
を持つ人の
数

(再掲）

１年間の新規脳血管疾
患患者数

様式５－５～８
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様式5-9　一昨年・昨年糖尿病と指摘された人の健診・保健指導の状況　

人工透析
糖尿病性網
膜症

糖尿病性神
経障害

動脈閉塞 大動脈疾患
虚血性心疾
患

脳血管疾患

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

様式5-10　一昨年・昨年高血圧症と指摘された人の健診・保健指導の状況　

人工透析
糖尿病性網
膜症

糖尿病性神
経障害

動脈閉塞 大動脈疾患
虚血性心疾
患

脳血管疾患

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

様式5-11　一昨年・昨年高脂血症と指摘された人の健診・保健指導の状況　

人工透析
糖尿病性網
膜症

糖尿病性神
経障害

動脈閉塞 大動脈疾患
虚血性心疾
患

脳血管疾患

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

様式5-12　一昨年・昨年高尿酸血症と指摘された人の健診・保健指導の状況　

人工透析
糖尿病性網
膜症

糖尿病性神
経障害

動脈閉塞 大動脈疾患
虚血性心疾
患

脳血管疾患

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

計
合併症を有
する人の数

（再掲）

（再掲）

（再掲）

一昨年・昨年高血圧症と診
断された患者数

一昨年・昨年糖尿病と診断
された患者数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

計
合併症を有
する人の数

計
合併症を有
する人の数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

一昨年・昨年高脂血症と診
断された患者数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

計
合併症を有
する人の数

（再掲）

一昨年・昨年高尿酸血症と
診断された患者数

健診受診者
＋保健指導

健診のみ

未受診

様式５－９～１２
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様式5－13　今年、生活習慣病と指摘された人の健診・保健指導の状況 

健診・保健指導の成果を確認しよう！

腹囲 糖尿病 高血圧症 高脂血症 高尿酸血症

今年　

昨年　

今年　

昨年　

今年　

昨年　

今年　

昨年　

今年　

昨年　

今年　

昨年　

様式5－14　昨年、生活習慣病予備群と指摘された人の治療状況　

健診・保健指導の成果を確認しよう！

糖尿病 高血圧症 高脂血症 高尿酸血症 脳血管疾患 虚血性心疾患 その他

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年

昨年

一昨年
未受診

治療を行って
いる人の数

一昨年・昨年生活習慣病予備群と指
摘された人の数

(再掲）

健診受診者
＋保健指導

動機づけ支
援

積極的支援

医療管理に
よる支援

健診のみ

健診のみ

未受診

健診受診者
＋保健指導

動機づけ支
援実施者

積極的支援
実施者

医療管理に
よる支援

有所見を持
つ人の数

(再掲）

１年間の新規生活習慣病患者数

様式５－１３、１４

-167-



順位 原因 10万対
65歳未満
比率

原因 10万対
65歳未満
比率

原因 10万対
65歳未満
比率

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

介護保険第2号被保険

者（65歳未満者）の

原因疾患

原因
要介護1、
2、3の割

合

要介護4、
5の割合

原因
要介護1、
2、3の割

合

要介護4、
5の割合

原因
要介護1、
2、3の割

合

要介護4、
5の割合

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

治療者数
全治療者
に占める

割合

総人数に
対する割

合
治療者数

全治療者
に占める

割合

総人数に
対する割

合
治療者数

全治療者
に占める

割合

総人数に
対する割

合

虚血性心疾患

脳血管疾患

糖尿病

高血圧症

40～74歳受診者数／
受診率（％）

有所見順位 有所見項目 人数 割合 有所見項目 人数 割合 有所見項目 人数 割合

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

第9位

第10位

対象者数 対象者数 対象者数

動機づけ支援

積極的支援

医療の状況
　

　　年5月診療分
レセプト

健診・保健指導の
状況

実施者数（実施率） 実施者数（実施率） 実施者数（実施率）

障害の状況

死亡の状況

65～74歳被保険者数／割合（％）

被保険者総数

様式６－１　健診・保健指導計画作成のためのアセスメント表

保険者の特徴を考えて見ましょう～対象者の優先順位を考えるために～

平成　　年度

ねらい　健診・保健指導計画を立てる際、被保険者集団の健康課題を明確化し、健診結果の特徴や課題を分析するために作成する

保険者全　国 県

40～74歳被保険者数／割合（％）

様式６－１
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様式６－２　健診有所見者状況（男女別・年代別）

総数

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

臓器障害
（※は詳細検査）

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※

眼底検査※

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（クレアチニ
ン）

心電図※血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT) HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧 尿蛋白

様
式
６
－
２
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様式６－３　健診有所見者状況（男女別・年代別）

40歳代

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧血糖
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

拡張期血圧
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT) HbA1c （尿酸） 収縮期血圧

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（クレアチニ
ン）

心電図※血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※

眼底検査※

様
式
６
－
３
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様式６－４　健診有所見者状況（男女別・年代別）

50歳代

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※

眼底検査※

拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（クレアチニ
ン）

心電図※血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT) HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧血糖
LDLコレス
テロール

様
式
６
－
４
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様式６－５　健診有所見者状況（男女別・年代別）

60歳代

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧血糖
LDLコレス
テロール

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

（尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT)

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（クレアチニ
ン）

心電図※血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※

眼底検査※

拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c

様
式
６
－
５
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様式６－６　健診有所見者状況（男女別・年代別）

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

眼底検査※

70歳代(70-74歳）

拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧
（クレアチニ

ン）
心電図※

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT) HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧
LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧血糖
LDLコレス
テロール

様
式
６
－
６
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様式６－７　健診有所見者状況（男女別・年代別）

男性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

女性

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

総数

数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合 数 割合
全国
都道府県
H18年度
H17年度
H16年度
H15年度

＊注)腹囲がない場合はBMI≧25

（再）65-74歳

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

HbA1c （尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧血糖
LDLコレス
テロール

眼底検査※

眼底検査※

受診者数

摂取エネルギーの過剰

ALT(GPT)腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

LDLコレス
テロール

（クレアチニ
ン）

心電図※尿蛋白腹囲＊ 中性脂肪
HDLコレス
テロール

血糖ALT(GPT)

受診者数

摂取エネルギーの過剰

腹囲＊

受診者数

摂取エネルギーの過剰

中性脂肪
HDLコレス
テロール

ALT(GPT)

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（クレアチニ
ン）

心電図※血糖 HbA1c

臓器障害
（※は詳細検査）

眼底検査※（尿酸） 収縮期血圧

HbA1c

拡張期血圧
LDLコレス
テロール

尿蛋白

臓器障害
（※は詳細検査）

血管を傷つける

内臓脂肪症
候群以外の
の動脈硬化

要因

（尿酸） 収縮期血圧 拡張期血圧

様
式
６
－
７
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様式６－８　メタボリックシンドローム該当者・予備群（40-74歳）

人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合②

高血糖 高血圧 高脂血

腹囲のみ
●

●
●

● ●
● ●

● ●
● ● ●

人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合② 人数 割合① 割合②

高血糖 高血圧 高脂血

腹囲のみ
●

●
●

● ●
● ●

● ●
● ● ●

注）割合①の分母は健診受診者、割合②の分母は腹囲85cm以上または90cm以上

メタボ予備群

予備群

該当者

メタボ予備群

腹囲85cm以上の者
健診受診者数（受診率％）

（再）
有所見
の重複
状況

被保険者数（40-74歳）

予備群

該当者

50歳代 60歳代

メタボ該当者

（再）
有所見
の重複
状況

健診受診者数（受診率％）
腹囲90cm以上の者

女性

被保険者数（40-74歳）

男性

メタボ該当者

70-74歳 （再）65-74歳

総数 40歳代 50歳代 60歳代 70-74歳 （再）65-74歳

総数 40歳代

様
式

６
－

８
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36.9%
国保被保険者 17,548

66.1%
国保被保険者 19,184

女性
健診受診者 12,685

40～74歳男性
健診受診者 6,481

40～74歳

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000

０～４歳

０～１０歳

１０～１４歳

１５～１９歳

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５歳以上

(人)

健診受診者数

被保数

総人口

020004000600080001000012000140001600018000

○○市の総人口のうちの国保被保険者数・健診受診者数（平成○年度）

様式６－９　健診受診状況～被保険者数及び健診受診者のピラミッド
様

式
６
－

９

注）健診受診者数は基本健診受診者数と国保人間ドック受診者数の合計
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糖尿病等生活習慣病予防のための健診・保健指導

 

健診から保健指導実施へのフローチャート

４０歳～７４歳の被保険者を抽出

　　A　人

健診受診者

被保険者台帳

★特定健康診査の実施

年１回受診

健診未受診者

健診受診情報(問診等）とレセプトを突合

生活習慣病
治療中＊

治療なし 治療なし

レベル４

健診結果の判定

特定保健指導の対象者

レベル２

健
康
診
査

保
健
事
業
対
象
者
の
明
確
化

未受診者対策 医療との連携 医療との連携

◆医療機関を受診する必要
性について通知・説明
◆適切な生活改善や受診行
動が自分で選択できるよう支
援

特定保健指導特定保健指導以外の
保健指導

保
健
事
業

計
画
P

評
価
Ｃ
※

次年度の特定健診の受診※

必要に応じて主治医の指示
のもと、保健指導が行われる
よう調整

健診データをもとに特定保健指
導個別支援計画を作成

使　用　す　る　学　習　教　材　の　選　択

次年度の特定健診未受
診又は結果未把握※

かかりつけ医と連
携した対応

レベル５ レベル４

改
善
Ａ

支　援　方　法　の　検　証　、　改　善　策　の　検　討（ポピュレーションアプローチとの連携含む）

◆健診結果の見方に
ついて通知・説明

健診対象者

　★特定健診受診率

他の健診等の
結果の提出者

情報提供

良

生活習慣病のコントロール

不良

特定保健指導以外の対象者

特定保健指導

動機づけ支援 積極的支援

レベル２

動機づけ支援実施者数

Y　人

積極的支援実施者数

Z　人

※次年度のメタボ該当者　   　　　　　　　　　　・予備群　   　　　　　　　　　　、糖尿病等有病者・予備群の評価（改善、悪化）、データの改善、リスク数の
減少

◆対象者の特徴に応じた行動
変容を促す保健指導の実施
◆行動目標・計画の策定
◆健診結果により、必要に応じ
て受診勧奨を行う

実施者数

　X　人

レベル１

◆特定健診の受診勧
奨（例：健診受診の重
要性の普及啓発、簡易
健診の実施による受診
勧奨）

◆かかりつけ医と保健指導実施
者との連携
◆学習教材の共同使用
◆医療機関における診療報酬上
の生活習慣病管理料、栄養食事
指導料の積極的活用
◆治療中断者対策及び未受診者
対策としてのレセプトと健診データ
の突合・分析

メタボ該当者

　　C　人

＊対象となる生活習慣病の病名と治療

①糖尿病
②インスリン療法
③高血圧症
④高脂血症
⑤（高尿酸血症）
⑥肝障害
⑦糖尿病性神経障害
⑧糖尿病性網膜症
⑨糖尿病性腎症
⑩（痛風腎）

⑪高血圧性腎臓障害
⑫脳血管疾患
　　⑬脳出血
　　⑭脳梗塞
　　⑮その他の脳血管疾患
⑯虚血性心疾患
⑰動脈梗塞
⑱大動脈疾患
⑲人工透析

メタボ予備群

　Q　人

　　R　人

　　B　人

　　D　人 　　E　人

　　G　人

保
健
事
業
の

実
践
Ｄ

　　Ｔ　人

　Ｕ　人

　Ｖ　人

レベル３

個別に働きかけを
行った人の数

　 Ｗ　人

　　Q´人 　　R´人

　　Ｆ　％

生活習慣病
治療中＊

　Ｈ　人 　　Ｉ　人
　　Ｊ　人

　Ｋ　人 　　Ｌ　人
レベル３

受診必要

情報提供
（受診の必要性を含む）

受診不必要

レベル１

　  Ｍ 人 　Ｎ　人

　Ｏ　人 　Ｐ　人

分析

　Ｓ　％

★特定保健
指導実施率

Ｙ＋Ｚ

Ｏ＋Ｐ

様式６－１０

未受診なのでレベル
が未知のグループ
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様式６－１１　性・年齢階級別特定保健指導実施率又は結果把握率

前年度の保健指導数及び実施率を把握して、当該年度の健診・保健指導計画を立てましょう。 ※A～Zについては様式６－１０参照

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

対象者数・割合

保健指導実施者数・実施率

次年度のメタボ該当
者　Ｑ´人

対象者数・割合

次年度のメタボ予備
群　Ｒ´人

対象者数・割合

７０-７４歳

健診受診者　Ｅ人

健診未受診者中治
療なしの者　Ｇ人

平成　　年度 総数 ４０歳代 ５０歳代４０歳代

男性

健診未受診者中生
活習慣病治療中の

者　Ｈ人

健診未受診者　Ｄ人

４０ー７４歳の被保険
者　A人

健診対象者　B人

特定健診受診率　Ｆ％

女性

（再）６５-７４歳

他の健診等の結果
の提出者Ｃ人

５０歳代 ６０歳代 総数 （再）６５-７４歳７０-７４歳 ６０歳代

健診受診者総数

健診受診者中生活
習慣病治療中の者

Ｉ人

健診受診者中治療
なしの者　Ｊ人

生活習慣病治療中
で生活習慣病のコン
トロール良の者　Ｋ

人

生活習慣病治療中
で生活習慣病のコン
トロール不良の者　Ｌ

人

情報提供（受診必
要）対象者数　Ｍ人

情報提供（受診不必
要）　対象者数　Ｎ人

動機づけ支援対象
者数　Ｏ人

積極的支援対象者
数　Ｐ人

動機づけ支援実施
者数　Ｙ人

積極的支援実施者
数　Ｚ人

次年度の特定健診
の受診　Ｔ人

次年度の特定健診
未受診又は結果未

把握　Ｔ人

かかりつけ医と連携
した対応　Ｖ人

メタボ該当者　Ｑ人

メタボ予備群　Ｒ人

個別に働きかけを
行った人の数　Ｗ人

特定保健指導以外
の保健指導実施者

数　Ｘ人

特定保健指導実施率　Ｓ％

様式６－１１
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医療保険者における健診・保健指導の評価方法 
 

  今年度 昨年度 増減 備考 

1 健診対象者数（40-74 歳）     

2 健診受診者数（人）     

3 健診受診率（％）    = 2 / 1 * 100 

4 評価対象者数（人）     

内臓脂肪症候群 

5 内臓脂肪症候群該当者数（人）     

6 内臓脂肪症候群該当者割合（％）    = 5 / 4 * 100 

7 内臓脂肪症候群予備群者数（人）     

8 内臓脂肪症候群予備群者割合（％）    = 7 / 4 * 100 

肥 満 

9 肥満者の数（人）     

10 肥満者の割合（％）    = 9 / 4 * 100 

11 腹囲のみ基準値以上の者の数（人）        

12 腹囲のみ基準値以上の者の割合（％）      = 11 / 4 * 100 

13 腹囲基準値以上かつＢＭＩ２５以上の者の数（人）      

14 腹囲基準値以上かつＢＭＩ２５以上の者の割合（％）    = 13 / 4 * 100 

15 ＢＭＩのみ２５以上の者の数（人）      

16 ＢＭＩのみ２５以上の者の割合（％）    = 15 / 4 * 100 

高血圧 

17 血圧を下げる薬服用者の数（人）     

18 血圧を下げる薬服用者の割合（％）    = 17 / 4 * 100 

19 正常高値血圧の者の数（人）     

20 正常高値血圧の者の割合（％）    = 19 / 4 * 100 

21 高血圧症有病者の数（人）     

22 高血圧症有病者の割合（％）    = 21 / 4 * 100 

 
 
 
 
 
 
 

様式７
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  今年度 昨年度 増減 備考 

高脂血症 

23 コレステロールを下げる薬服用者の数（人）     

24 コレステロールを下げる薬服用者の割合（％）    = 23 / 4 * 100 

25 高脂血症有病者の数（人）         

26 高脂血症有病者の割合（％）       = 25 / 4 * 100 

27 中性脂肪 150mg/dl 以上の者の数（人）     

28 中性脂肪 150mg/dl 以上の者の割合（％）    = 27 / 4 * 100 

29 HDL-コレステロール 40mg/dl 未満の者の数（人）     

30 HDL-コレステロール 40mg/dl 未満の者の割合（％）    = 29 / 4 * 100 

31 LDL-コレステロール 140mg/dl 以上の者の数（人）     

32 LDL-コレステロール 140mg/dl 以上の者の割合（％）    = 31 / 4 * 100 

糖尿病 

33 インスリン使用・血糖を下げる服用者の数（人）     

34 インスリン使用・血糖を下げる服用者の割合（％）    = 33 / 4 * 100 

35 糖尿病予備群の数（人）         

36 糖尿病予備群の割合（％）       = 35 / 4 * 100 

37 糖尿病有病者の数（人）         

38 糖尿病有病者の割合（％）       = 37 / 4 * 100 

39 空腹時血糖の測定している者の数（人）         

40 空腹時血糖 110mg/dl 以上の者の数（人）        

41 空腹時血糖 110mg/dl 以上の者の割合（％）       = 40 / 39 * 100

42 空腹時血糖 126mg/dl 以上の者の数（人）        

43 空腹時血糖 126mg/dl 以上の者の割合（％）       = 42 / 39 * 100

44 HbA1c を測定している者の数（人）         

45 HbA1c5.5%以上の者の数（人）         

46 HbA1c5.5%以上の者の割合（％）       = 45 / 44 * 100

47 HbA1c6.1%以上の者の数（人）         

48 HbA1c6.1%以上の者の割合（％）    = 47 / 44 * 100
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  今年度 昨年度 増減 備考 

新規発症者数※１ 

49 4 のうち、昨年度も健診を受診し、評価対象者だった者の数(人）     

50 49 のうち、昨年度内臓脂肪症候群該当者・予備群でなかった者の数（人）     

51 50 のうち、今年度内臓脂肪症候群予備群の数（人）     

52 50 のうち、今年度内臓脂肪症候群予備群の割合（％）    = 51 / 50 * 100

53 50 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者の数（人）     

54 50 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者の割合（％）    = 53 / 50 * 100

55 49 のうち、昨年度内臓脂肪症候群予備群の数（人）     

56 55 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者の数（人）     

57 55 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者の割合（％）    = 56 / 55 * 100

58 49 のうち、昨年度内臓脂肪症候群該当者でなかった者の数（人）     

59 内臓脂肪症候群該当者の発生率（％）    =(53+56)/58*100

内臓脂肪症候群該当者の減少率※２ 

60 49 のうち、昨年度内臓脂肪症候群該当者の数（人）         

61 60 のうち、今年度内臓脂肪症候群予備群の数（人）     

62 60 のうち、今年度内臓脂肪症候群予備群の割合（％）    = 61 / 60 * 100

63 60 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者・予備群でなった者の数（人）     

64 60 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者・予備群でなった者の割合(％）    = 63 / 60 : 100

65 内臓脂肪症候群該当者の減少率    =(61+63)/60*100

内臓脂肪症候群予備群の減少率 

66 55 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者・予備群でなかった者の数(人）        

67 55 のうち、今年度内臓脂肪症候群該当者・予備群でなかった者の割合(％)       = 66 / 55 * 100

保健指導対象者の減少率 

68 49 のうち、昨年度特定保健指導の対象者数（人）     

69 68 のうち、今年度特定保健指導対象でなかった者の数（人）※３     

70 特定保健指導対象者の減少率（％）    = 69 / 68 * 100

71 49 のうち、特定保健指導受診者の数（人）     

72 71 のうち、今年度特定保健指導対象でなかった者の数（人）※３     

73 特定保健指導による特定保健指導対象者の減少率（％）    = 72 / 71 * 100

※１ 内臓脂肪症候群だけでなく、肥満、糖尿病、高血圧、高脂血症についても同様の評価を実施。 

※２ 動機づけ支援の受診者、積極的支援の受診者、すべての健診受診者ごとに、集計。 

※３ 検査結果の改善により、特定保健指導の対象から外れたのみをカウントする（服薬中の者となることにより、特定保健

指導の対象から外れたものを除く）。 

 



 - 182 -

 

  今年度 昨年度 増減 備考 

特定保健指導 

74 特定保健指導対象者数（積極的支援）（人）     

75 特定保健指導対象者の割合（積極的支援）（％）    = 74 / 2 * 100 

76 特定保健指導受診者数（積極的支援）（人）     

77 特定保健指導受診者の割合（積極的支援）（％）    = 76 / 74 * 100

78 特定保健指導終了者数（積極的支援）（人）     

79 特定保健指導終了者の割合（積極的支援）（％）    = 78 / 74 * 100

80 78 のうち、健診時に腹囲が基準値以上だった者の数（人）※５     

81 78 のうち、特定保健指導後腹囲が３ｃｍ以上減少した者の数（人）     

82 78 のうち、特定保健指導後腹囲が３ｃｍ以上減少した者の割合（％）    = 81 / 80 * 100

83 特定保健指導対象者数（動機づけ支援）（人）     

84 特定保健指導対象者の割合（動機づけ支援）（％）    = 83 / 2 * 100 

85 特定保健指導受診者数（動機づけ支援）（人）     

86 特定保健指導受診者の割合（動機づけ支援）（％）    = 85 / 83 * 100

87 85 のうち、健診時に腹囲が基準値以上だった者の数（人）※５     

88 85 のうち、特定保健指導後腹囲が３ｃｍ以上減少した者の数（人）     

89 85 のうち、特定保健指導後腹囲が３ｃｍ以上減少した者の割合（％）    = 88 / 87 * 100

90 特定保健指導対象者数（小計）（人）    = 74 + 84 

91 特定保健指導終了者数（小計）（人）    = 78 + 85 

92 特定保健指導終了者の割合（小計）（％）    = 91 / 90 * 100

特定保健指導以外の保健事業※６ 

93 2 のうち、医療機関受診の必要があると考えられる者の数（人）     

94 93 のうち、個別に働きかけを行った者の数（人）     

95 2 のうち、医療機関受診の必要がないと考えられる者の数（人）     

96 95 のうち、何らかの保健指導を行った者の数（人）     

97 生活習慣病のコントロールが良好であると考えられる者の数（人）     

98 生活習慣病のコントロールが不良であると考えられる者の数（人）     

99 98 のうち、かかりつけ医と連携して対応した者の数（人）     

100 健診未受診者の数（人）    = 1 – 2 

101 100 のうち、医療機関を受診していない者の数（人）     

102 101 のうち、次年度、特定健診を受診した者の数（人）     

※５ 特定保健指導終了時に腹囲を計測した者のみを抽出。 

※６ 様式６－１０参照 

 



都道府県健康増進計画に位置付ける目標項目

健診データ糖尿病発症者の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データ保健指導実施率

健診データ高脂血症発症者の推定数

健診データ高血圧症発症者の推定数

健診データメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）新規該当者の
推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データ高脂血症者有病者の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データ高血圧症有病者の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データ糖尿病有病者の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）該当者の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データ高血圧症予備群の推定数

都道府県健康・栄養調査多量飲酒者の割合

都道府県健康・栄養調査喫煙する者の割合

都道府県健康・栄養調査睡眠による休養が不足している者の割合

都道府県健康・栄養調査運動習慣のある者の割合

都道府県健康・栄養調査 レセプト医療機関受診率

都道府県健康・栄養調査 健診データ糖尿病予備群の推定数

都道府県健康・栄養調査 健診データメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）予備群の推定数

都道府県健康・栄養調査日常生活における歩数

都道府県健康・栄養調査朝食欠食率

都道府県健康・栄養調査野菜摂取量

都道府県健康・栄養調査 健診データ健診受診率健診・保健指導の
実績

プロセス

都道府県健康・栄養調査メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の概念を知って
いる人の割合

普及啓発による
知識浸透率

プロセス

肥満者の推定数（成人・小児）

脂肪エネルギー比率

内臓脂肪型肥満
に着目した生活
習慣病の有病者・
予備群の数

適切な生活習慣
を有する率

都道府県健康・栄養調査 健診データアウトカム

境界領域期・
有病期

都道府県健康・栄養調査アウトカム

日頃の生活
習慣

データソース基準指標
〔
参

考
〕
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都道府県生命表（５年ごと）（６５歳、７５歳平均余命）

都道府県生命表（５年ごと）（平均寿命）

都道府県生命表（５年ごと） レセプト６５歳、７５歳平均自立期間

人口動態統計虚血性心疾患による死亡率

虚血性心疾患受療率

日本透析医学会糖尿病による人工透析新規導入率

患者調査（３年ごと）

都道府県生命表（５年ごと） レセプト平均自立期間健康寿命

社会福祉行政業務報告糖尿病による失明発症率合併症率

脳卒中による死亡率

脳血管疾患受療率

死亡率

疾患受療率

人口動態統計アウトカム

死亡

アウトカム

重症化・

合併症

患者調査（３年ごと）

データソース基準指標生活習慣病
発展段階

歯科疾患実態調査８０２０の人数歯の健康

人口動態統計自殺者数こころの健康

国民生活基礎調査（３年ごと）がん検診受診者数がん

データソース基準指標

（参考）上記に含まれない「健康日本２１」代表目標項目のうち、健康指標として都道府県健康増進計画に位置付けるもの
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例：今年度と前年度のHbA1ｃのデータを用いて、改善、現状維持、悪化の人数を評価。

ＨｂＡ１ｃ 今年度健診情報
ー５．５ ５．５－６．１ ６．１－ 未受診者数 対象外 合計

前年度健診情報 ー５．５
５．５－６．１
６．１－
未受診者数
対象外　※
合計

※　前年度受診していても今年度異動した場合や前年度は別の医療保険者で今年度異動で対象となった場合

→同様に血圧、脂質等の健診結果で動向を分析する（様式を同様に作成）
→同様に保健指導対象者についても動向を分析する（様式を同様に作成）

糖尿病 今年度レセプト情報
外来のみ 入院のみ 外来・入院 なし 対象外 合計

前年度レセプト情報 外来レセプトのみ
入院レセプトのみ

外来・入院レセプト
両方
なし
対象外
合計

※　レセプト枚数又は患者数に着目する場合
※　レセプト点数に着目する場合
※　レセプト診療日数に着目する場合 に分けて解析。

→同様に、高血圧、高脂血症、虚血性心疾患、脳卒中等について作成
→同様に、内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）該当者・予備群についても作成

糖尿病等患者の動向（人数等）

例：今年度と前年度の糖尿病関連のレセプトデータを用いて、改善、現状維持、悪化の人数（レセプト枚数、レセプト
 　：点数など）を評価。

糖尿病等有病者・予備群の動向（人数）

～　都道府県における分析例 １　～
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～１ ２～３ ４～
データ欠損

あり
未受診者数 対象外 合計

～1
２～３
４～
データ欠損あり
未受診者数
対象外

合計

糖尿病 高血圧 高脂血症
虚血性
心疾患

脳卒中
左記のい
ずれもなし

対象外 単純集計
重複を除
外した数

～1
２～３
４～
データ欠損あり
未受診者数
対象外
合計

　内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）はリスク相互の関連が大きく、年を経るうちにリスク数が増えてくる。
一つひとつの要因の増加を見るだけではなく、各個人への要因の集積度がどのように変化していくかも健診・保健指
導の成果として重要と考える。
　そこで、腹囲、血糖、HbA1c、血圧、脂質等について、基準値を超えたもののリスク数について、 これらの年度毎の
推移を分析する。

　レセプト病名で抽出された生活習慣病者の前年度の健診情報で、腹囲、血糖、HbA1ｃ、血圧、脂質等の基準値を超
えたもののリスク数との関係を分析する。

腹囲、血糖、HbA1ｃ、血
圧、脂質などのリスク数

前
年
度
健
診
情
報

今年度レセプト情報

腹囲、血糖、HbA1ｃ、血
圧、脂質などのリスク数

前
年
度
健
診
情
報

今年度健診情報

～　都道府県における分析例 ２　～
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平成 19 年度 健診・保健指導に関する企画・運営・技術研修プログラム        

  

 



はじめに 

 

今回の医療制度改革において、中長期対策として生活習慣病予防の充実強化

を図ることとしており、糖尿病等の生活習慣病有病者及び予備群を２５%減ら

すことを政策目標に掲げ、平成２０年度から医療保険者に健診・保健指導を義

務づけることとしたところであり、医療保険者が健診・保健事業を効果的に実

施するために、標準的な健診・保健指導の在り方に関する検討会において「標

準的な健診・保健指導プログラム（確定版）」が作成されたところである。 

「標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）」に示された保健指導を効果

的・効率的に実施するには、医療保険者が健診・保健指導事業を適切に企画・

実践・評価するとともに、対象者の生活習慣病予防のための行動変容に確実に

つながる保健指導を展開することが必要であり、そのような能力を有する人材

育成は重要な課題である。 

本研修ガイドラインは、都道府県等が健診・保健指導に関する研修を効果的

に実施するために、標準的な健診・保健指導の在り方に関する検討会において

検討されたものであり、「標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）」を踏

まえた上で、研修において習得すべき能力を明らかにし、それらの能力を習得

するための教育方法、効果的な研修を実施するための研修の評価について盛り

込むとともに、それらを踏まえた、研修プログラムを掲載した。しかしながら、

研修を企画、運営する都道府県等においては、人材育成体制や研修対象者の能

力が異なっているため、本プログラムを踏まえた上で、創意工夫を加えた研修

を実施することが必要と考えている。 

本研修ガイドラインが、都道府県等において開催される研修の企画・運営に

際して活用されたい。 

また、医療保険者等に情報提供するため、国においては、運営・技術研修プ

ログラムに沿った研修機関等を、ホームページを通じて公表していくこととし

ている。 

なお、本ガイドラインは、平成２０年度からの医療保険者による特定健診・

保健指導に焦点を当てたものであるが、生活習慣病予防の充実強化を図るため

には、ポピュレーションアプローチとの連動が重要であることから、今後はそ

のような観点を含めた本プログラムの改訂を行っていくこととしている。 
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Ⅰ 人材育成の基本的事項 

 １ 研修の目的 

医療制度改革において、平成２０年度から「特定健診・保健指導」を

医療保険者が実施することとなり、糖尿病等の生活習慣病有病者・予備

群を２５％減少させることを政策目標として掲げている。この目標を達

成するためには、健診後の保健指導を確実に、そして効果的に実施する

必要があり、医療保険者が健診・保健指導事業を適切に企画、評価し、

また、標準的な健診・保健指導プログラムを踏まえた保健指導を保健師、

管理栄養士等が的確に実施することが必要となる。このため、健診・保

健指導事業に従事する者に対して研修を行い、生活習慣病対策全体を効

果的に推進できる人材を育成することを目的とする。 

 

 ２ 研修の対象者 

  （１）医療保険者に所属する医師、保健師、管理栄養士、事務職等 

  （２）市町村衛生部門等において生活習慣病予防対策を担当する保健師、

管理栄養士等 

  （３）民間事業者等において健診・保健指導事業の委託を受け、当該事業

に従事する者 

 

 ３ 研修の実施体制 

    研修の実施体制は以下のような実施主体が行うものであるが、各都道

府県の実情により、実施主体間の調整を図り、効率的に実施するものと

する。 

（１）都道府県においては、市町村（国保部門・衛生部門等）の保健師、

管理栄養士等を対象に、健診・保健指導事業の企画・評価及び保健

指導の知識・技術の向上に関する研修を実施するとともに、民間事

業者等医師、保健師、管理栄養士等を対象に、保健指導の知識・技

術に関する研修を実施する。 

（２）各都道府県の国民健康保険団体連合会やその他、健康保険組合等に

おいては、都道府県内の医療保険者に所属する医師、保健師、管理

栄養士、事務職等を対象に、健診・保健指導事業の企画・評価及び

保健指導の知識・技術の向上に関する研修を実施する。 

（３）日本医師会、日本看護協会、日本栄養士会等の都道府県支部におい

ては、各団体の会員を主な対象者とし、保健指導の知識・技術の向

上に関する研修を実施する。 
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 ４ 指導者育成体制 

都道府県及び医療保険者・関係団体の研修の担当者は、都道府県レベル

で実施する研修の指導的立場となることから、これらの者に対する研修は、

国立保健医療科学院、医療保険者及び関係団体の中央レベルにおいて実施

する。 

 

Ⅱ 研修において習得すべき能力 

  研修において習得すべき能力は以下のとおりであるが、研修受講対象者に

より必要となる能力は異なること、また、医師・保健師・管理栄養士等の職

種によっても習得すべき能力は異なることから、研修プログラムを組む際に

は、この点を考慮する必要がある。 

  また、すべての能力を短期間で向上させることは現実的ではないことから、

積み上げ方式の研修プログラムを組むことが適当である。特に保健指導技術

の向上に関しては、集合研修に加え、ＯＪＴにおいて能力を高めていく体制

が必要である。 

 

 １ 健診・保健指導事業の企画・立案・評価ができる能力 

    各都道府県が策定する医療費適正化計画、健康増進計画等を承知した

上で、健診・保健指導事業の計画を立てることが必要である。 

 （１）医療関連データ等を分析し、優先課題が選定できる 

    ①分析の視点がわかり、問題を見出すことができる 

②優先順位の判断ができる 

 （２）目標設定ができ、事業計画が立てられる 

①ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの相乗効果 

をねらった事業計画が考えられる 

 （３）健診・保健指導に関する社会資源を活用した実施体制が構築できる 

 （４）事業等の効果を評価でき、評価結果を改善につなげられる 

①評価指標となるデータを分析し、改善すべき事項が判断できる 

    ②費用対効果や最終評価から、事業全体の評価ができる 

 

 ２ 行動変容につながる保健指導ができる能力 

    「情報提供」「動機づけ支援」「積極的支援」において、以下のような

能力の習得が必要である。 

（１）健診結果から身体変化や生活習慣との関連が説明できる 

①内臓脂肪症候群・検査データ・生活習慣の関連を理解する 

    ②糖尿病等の予防に関連した最新の知見を理解する 
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 （２）行動変容ステージ、ライフスタイル等から対象者のアセスメントが 

できる 

    ①生活習慣の改善に関する保健指導の特徴を理解する 

②行動変容に関する基本的知識・技術を理解する 

    ③健診結果・質問票からアセスメントができる 

（３）対象者の健康観を尊重しつつ、対象者の前向きな自己決定を促す支援が

できる 

    ①コミュニケーション技術を対象者に合わせて活用できる 

    ②行動変容ステージに合わせた支援ができる 

③自己効力感を高められる支援ができる 

    ④モチベーションを高める支援ができる 

（４）集団的支援（グループワーク等）ができる 

①グループダイナミクスを活用することができる 

（５）継続的なフォローアップができる 

①セルフケア（自己管理）能力を高める支援ができる 

②対象者が健康に関する情報を自ら収集し、正しい情報を見極められ

る能力を高める支援ができる 

③社会資源の活用ができる 

 （６）保健指導の評価から、保健指導方法の改善ができる 

①対象者への介入方法ごとに生活習慣の改善状況の評価を行い、その 

成果の分析ができる 

    ②評価結果から、効果的な保健指導方法を創意工夫できる 

 

 ３ 個別生活習慣に関して指導できる能力 

 （１）日常生活全体に関する指導技術 

    ①労働内容や働き方、ストレスなどを含めた生活全体のアセスメン 

     トができる 

    ②生活習慣病との関連がわかり、対象者に説明できる 

（２）食生活に関する指導技術 

①栄養学および食事摂取基準、関連学会ガイドラインの食事療法につ

いて理解している 

    ②食事と生活習慣病の関連が説明できる 

    ③代謝の調整とエネルギー・栄養素、食品との関連が説明できる 

    ④食物摂取状況や食行動等に関するアセスメントができ、対象者にあ 

った食生活の改善が提示できる 

（３）身体活動・運動に関する指導技術 
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    ①運動生理学、体力測定・評価等に関する基礎知識を理解する 

   ②身体活動・運動と生活習慣病の関連が説明できる 

   ③身体活動・運動の量についてアセスメントし、対象者に合った支援が 

できる 

（４）たばこ・アルコールに関する指導技術 

   ①たばこと生活習慣病の関連が説明でき、禁煙支援ができる 

   ②アルコールと生活習慣病の関連が説明でき、適正飲酒の支援ができる 

 

４ 適切な学習教材を選定、開発できる能力 

（１）科学的根拠に基づいた適切な教材を選定でき、必要に応じて教材の   

開発ができる。 

（２）対象者の理解度に合わせた効果的な学習教材を選定でき、教材の改善や

開発ができる 

 

 

Ⅲ 教育方法 

 １ 事業の企画・立案・評価に関する研修 

 （１）医療関連データ等を用いた対象集団のアセスメント、優先課題選定、 

    目標設定、事業計画立案 

   ①講義 

    ・PDCA サイクルで企画・立案・評価を行う基礎的な知識・方法 

   ②演習（シミュレーション、グループワーク等) 

    ・医療関連データ等の分析・解析 

    ・健康課題の優先順位づけや目標設定・実施計画の作成 

 （２）健診・保健指導に関する実施体制の整備 

   ①講義 

・社会資源との調整や、民間事業者との契約の結び方 

②演習（事例検討、グループワーク等） 

    ・先進的な事例から、効果的な実施体制を考える    

 （３）事業の効果評価、評価結果の活用 

   ①講義 

    ・個別事例、集団、事業の評価についてデータを使用して評価 

   ②演習（シミュレーション、グループワーク等） 

  

２ 行動変容につながる保健指導に関する研修 

（１）健診結果から身体変化や生活習慣との関連が説明できる 
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   ①講義 

    ・内臓脂肪症候群に関する知識・検査データ・生活習慣との関連 

    ・糖尿病等の予防に関連した最新の知見 

   ②演習（ロールプレイ等） 

    ・対象者への説明 

 （２）行動変容ステージレベル、ライフスタイル等から対象者のアセスメン 

トができる 

   ①講義 

    ・生活習慣の改善に関する保健指導の特徴 

    ・行動変容に関する基本的知識・技術 

    ・個別性を重視したアセスメントの方法 

   ②演習（シミュレーション、グループワーク等） 

    ・具体的な事例を用いて、アセスメントを行う 

・行動変容ステージレベル・ライフスタイル等からの対象者の把握 

 （３）対象者の健康観を尊重しつつ、対象者の前向きな自己決定を促す支援 

    ができる 

   ①講義 

    ・行動変容ステージに応じた保健指導 

    ・自己効力感の高め方 

    ・対象者と信頼関係を築いた、実現可能な目標設定について 

   ②演習（事例検討、デモンストレーション、ロールプレイ等） 

    ・自己効力感を高め、行動変容を支援する保健指導の事例検討 

    ・行動変容を支援する保健指導のデモンストレーション 

    ・コミュニケーション技術（面接技術） 

 （４）集団的支援（グループワーク等）ができる 

   ①講義 

    ・自己効力感の高まりを期待する集団的支援 

   ②演習（ロールプレイ等） 

    ・グループダイナミクスを活用した自己効力感を高める技術 

 （５）継続的なフォローアップができる 

   ①演習（事例検討等） 

    ・継続者・中断者に対する支援の事例検討 

 （６）保健指導の評価から、保健指導の方法が改善できる 

   ①演習（シミュレーション、ピアレビュー、グループワーク等） 

    ・生活習慣改善状況に関するデータから成果を分析 

    ・保健指導の手法についてビデオ等による振り返り 
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    ・効果的な保健指導方法を考えることができる 

 

３ 個別生活習慣の指導に関する研修 

 （１）日常生活全体に関する指導技術 

   ①講義 

 （２）食生活に関する指導技術 

   ①講義 

   ②演習（体験学習、グループワーク等） 

    ・減量プログラムの体験 

    ・食生活改善プログラムの作成 

（３）身体活動・運動に関する指導技術 

   ①講義 

   ②演習（体験学習、グループワーク等） 

    ・運動プログラムの体験 

    ・運動プログラムの作成 

 （４）たばこ・アルコールに関する指導技術 

   ①講義 

    ・ニコチン代替療法 

   ②演習（シミュレーション、グループワーク等） 

    ・行動変容ステージに応じた介入演習 

    ・禁煙プログラム、断酒プログラムの作成 

 

４ 適切な学習教材の選定・開発に関する研修 

   ①講義 

    ・科学的根拠に基づく学習教材の選定 

    ・わかりやすい学習教材の開発 

   ②演習（シミュレーション、教材作成演習） 

    ・テーマ・対象者別教材の作成 

 

Ⅳ 研修の評価 

  研修の評価は、①研修プログラムの組み方、期間、講師の選定、教育方法

など研修そのものに対する評価と、②研修受講者の実践能力の向上に関する

評価が考えられる。研修の評価は、両者の評価を行い、研修の改善につなげ

る必要がある。 

  なお、研修の評価については、保健指導技術高度化支援事業（都道府県向

けの国庫補助金）を活用して実施することが望ましい。 
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 １ 研修プログラム自体の評価（プロセス評価） 

  （１）評価の時期 

・研修実施中から実施後に行う。 

  （２）評価方法 

     ①受講者による評価 

・研修項目ごとに項目や内容の適切さ、自覚的理解度、講師、教材

の質を評価 

・全体的な運営等の評価 

②主催者による評価 

・研修項目ごとに項目や内容の適切さ、講師、教材の質を評価 

・全体的な運営等の評価 

  

２ 研修受講者の能力習得評価（到達度・指導実践実績評価） 

（１）評価の時期 

・研修実施前、研修実施直後及び３ヶ月後から１年後に行う。 

  （２）評価方法 

     ・受講者の知識・技術の向上について、同じ評価表を用いて評価す 

   る。（研修実施前、研修実施直後、３ヶ月後） 

・保健指導の実践に関する実績評価は、当該受講者が行った保健指

導対象者の行動変容状況、体重減少などについて評価する。（３ヶ

月から１年後） 
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Ⅴ 医師、保健師、管理栄養士等に行う具体的な研修プログラム 

分野 学習内容 時間 教育方法 

１）健診・保健指導の理念 １．基礎編 

２）保健指導対象者の選定と階層化 

３）保健指導（概論） 

保健指導の基本的事項（「情報提供」、「動機づ

け支援」、「積極的支援」の概要） 

４）保健指導（各論） 

 保健指導の特徴（身体活動・運動、食生活、たば

こ、アルコール） 

５）ポピュレーションアプローチとの連動 

１３５分 

（３単位） 

・講義 

・演習 

・通信及び

レポート 

１）健診・保健指導事業の計画策定（演習による各

種データ分析を含む） 

２）健診・保健指導事業の評価（演習を含む） 

２．計画・ 

評価編 

３）アウトソーシングの進め方 

 

３６０分 

（8 単位） 

 

・講義 

・演習 

１）メタボリックシンドロームの概念 

  健診結果と身体変化・生活習慣の関連 

２）行動変容に関する理論 

３）生活習慣改善につなげるためのアセスメント・

行動計画 

４）「情報提供」、「動機づけ支援」、「積極的支援」の

内容 

 

１３５分 

（３単位） 

 

・講義 

・演習 

５）生活習慣病予防に関する保健指導 

 ・身体活動・運動に関する保健指導 

３．技術編 

・講義 

・演習 
１３５分 

 ・食生活に関する保健指導 
（３単位） 

 
 ・たばこ・アルコールに関する保健指導 

 ・歯の健康に関する保健指導 

 ・保健情報・学習教材の選択 

１）～５）を踏まえた保健指導の展開（演習） ９０分 

（2 単位） 

・講義 

・演習 

８）保健指導の評価 ４５分 ・講義 

（１単位） ・演習 

合  計 ９００分 

（20 単位） 
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・研修内容については、職種により異なることが考えられるため、それぞれの

研修企画者が、研修の目的及び対象者等から研修内容を設定することが望ま

しい（例えば、①医療保険者の医師、保健師、管理栄養士及び一定の保健指

導の実務経験のある看護師は、基礎編、計画・評価編、技術編を受講する。

また、②医療保険者ではない医師、保健師、管理栄養士及び一定の保健指導

の実務経験のある看護師は、基礎編、技術編を受講する。③運動指導士、事

業場における労働者の健康保持増進のための指針に基づく運動指導、産業栄

養指導、産業保健指導担当者は、基礎編、技術編を受講する。④事務職は、

基礎編、計画・評価編を受講する等）。 

・特定健診・特定保健指導に関する知見は、医学、看護学、栄養学等からの実 

践及び研究の蓄積により科学的根拠が示されていくものであるため、研修の

内容もそれらに併せて変更していくことが考えられる。そのため、研修は５

年ごとに受講することが望ましい。 
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３．研修プログラムの組立てに際して（留意点） 

 

  ①プログラム全体について 

・ 効果的な研修を行うためには、〔事前学習〕→〔講義を中心とした研

修〕→〔実践〕→〔演習を中心とした研修〕など段階的な研修プログ

ラムを組むことが望ましい。 

・ また、研修日数が十分に確保できる場合は、講義に加えてグループワ

ーク、シミュレーション、ロールプレイなどの演習を取り入れること

が効果的である。 

 

②講義の順序性について 

   ・生活習慣の改善につなげる保健指導の講義は、概論と各論で重複する

部分があるが、効果的に進めるためには、概論を先に講義することが

望ましい。保健指導の概論と各論を担当する講師は、重複することを

認識した上で講義を行う必要があり、研修を企画する者はその調整を

行うことが必要である。 

   

  ③講義内容について 

・健診・保健指導の実践者を対象としたプログラムでは、効果的な保健指

導を行うための個別対象者に対する保健指導方法の習得に加え、ポピュ

レーションアプローチについても併せて習得することが必要である。 

 

④研修を担当する講師について 

   ・研修を担当する講師は、以下のいずれかの要件を満たすものとする 

１）医師、保健師、管理栄養士で、特定健診・保健指導について国が

実施する中央レベルの研修を受講した者 

２）医師、保健師、管理栄養士としての一定の経験があり、特定健診・

保健指導の専門的知識及び技術をもつ者 
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参考資料） 

平成 19 年度 健診・保健指導に関する企画・運営・技術研修プログラム 

 

健診・保健指導に関する研修を企画する者に対して行う研修（リーダー研修） 

 

1．事前学習 

１）「標準的な健診・保健指導プログラム（確定版）」，「学習教材集（確定版）」，

「効果的な保健指導の事例集」を一読すること。 

２）所属の研修計画について提出すること。 

 

２．研修プログラム 

（1 日目） 

時 間 内 容（担当者） 

10：00-10：20 

(20) 
開講式・オリエンテーション 

10：20-10：40 

(20) 
健診・保健指導の事例①(千葉県における準備事業) 

10：40-11：00 

(20) 
健診・保健指導の事例②(厚生労働省における取り組み) 

11：10-12：40 Ⅰ．特定健診・特定保健指導の基本的な考え方 

（1）健診（概論） (90) 

13：40-14：40 

(60) 

Ⅰ．特定健診・特定保健指導の基本的な考え方 

（2）保健指導（概論） 

14：50-15：50 

(60) 
Ⅱ．特定健康診査等実施計画と後期高齢者支援金の加算・減算

16：00-16：50 
Ⅲ．特定健診・特定保健指導事業の実施体制 

(50) 

17：00-17：30 

(30) 
ポピュレーションアプローチのすすめ方 

18：00-19：30 

（90） 
情報交換会（テーマ別） 
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（2 日目） 

 事務職向け 技術職向け 

9：30-11：00 Ⅳ．特定健診・特定保

健指導の事務手続きに

ついて 

 

Ⅴ．特定健診・特定保健指導の実際：

コーディネーター 

（１）食生活指導のポイント 

（２）運動・身体活動指導のポイント

（90） 

（３）たばこ・アルコール指導のポイ

ント 

11：10-12：30 

(80) 
Ⅵ．特定健診・特定保健指導の企画・立案・評価とデータ分析

13：30-16：00 

（150） 

シンポジウム「効果的な健診・保健指導のすすめ方」 

・地域保健からの事例 

・職域保健からの事例 

・健診・保健指導機関からの事例 

16：10-16：30 

  （20） 

Ⅶ．特定健診・特定保健指導の研修企画・評価 

（１）研修ガイドラインについて 

16：40- 18：00 

（80） 

Ⅶ．特定健診・特定保健指導の研修企画・評価 

（２）実際のすすめ方 

・健診・保健指導の研修に関する事例報告 

・健診・保健指導の研修の企画・評価に関する演習の説明 

18：00- 情報交換会（都道府県単位など） 

 

（3 日目） 

9：30-12：00 

（150） 

Ⅶ．特定健診・特定保健指導の研修の企画・評価：（２）演習 

１）研修対象者の設定 

２）研修の目的・目標の設定 

３）研修内容の設定 

４）研修方法の設定 

５）研修に係わる講師の設定 

６）研修の評価の設定 

Ⅶ．健診・保健指導の研修の企画・評価 13：00-13：50 

（３）演習発表 （50） 

14：00-15：00 
質疑応答 

（60） 

15：00-15：20 
閉講式 

(20) 
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